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中
興
期
上
方
の
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集

菅
永

井

一

彰

明
和
か
ら
寛
政
に
か
け
て
蕪
村

・
囎
山
ら
京
の
宗
匠
が
月
並
発
句
合
を
催
し
て

い
た
こ
と
は
以
前
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
こ
の
時
期
に
上
方

一
円
で
盛

ん
に
行
な
わ
れ
た
も
の
に
不
定
期
の
発
句
合
が
あ
る
。

こ
の
不
定
期
の
発
句
合
は
、

そ
の
殆
ん
ど
が
諸
社
寺

へ
の
奉
納
を
名
目
と
し
て
四
季
自
由
題
に
よ
る
発
句
を
募

り
、
少
な
い
時
で
も
千
多
い
時
に
は
六
万

以
上
を
集
め
、
秀
吟
を
通
常
の
俳
書
と

変
わ
ら
ぬ
装
丁
の
半
紙
本
に
て
披
露
す
る
の
を
例
と
し
て
い
る
。
そ
の
秀
吟
披
露

の
冊
子
は
、
性
格
か
ら
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集
と
呼
ぶ
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

以
下
に
こ
れ
を
便
宜
上
秀
吟
集
と
略
称
す

る
。

こ
れ
ま
で
か
よ
う
な
秀
吟
集
及
び

そ
の
背
後
に
あ
る
奉
納
を
名
目
と
す
る
不
定
期

の
発
句
合
に
つ
い
て
は
、
同
時
期

の
月
並
発
句
合
と
同
じ
よ
う
に
さ
ほ
ど
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
こ
の
稿
で
は
中
興
俳
壇
の
底
辺
の
動
き
を
整
理
す
る
意
味
で
、
管
見
に
入

っ

た
上
方
の
秀
吟
集

の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
通
し
て
不
定
期

の
奉
納
発
句

合
の
興
行
形
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
、
ま
た
そ
の
発
句
合
が
如
何
な

る
流
れ
の
中
に
生
ま
れ
そ
し
て
衰
微
し
て
行

っ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

管
見
に
入
っ
た
秀
吟
集
を
次
に

一
覧
表

に
し
て
み
る

(表
1
)
。
〔

〕
で
表
わ

す
の
は
逸
題
本
で
あ
る
。
ま
た
、
『
時
代
ま
き
ゑ
』

(架
蔵
)
『
亀
の
鑑
』
(関
西
大

学
図
書
館
蔵
)

『奉
納
幾
太
佐
可
邦
』
(大
阪
女
子
大
学
山
崎
文
庫
蔵
)

『
万
句
抜

葦
花
角
抵
』

(同
上
)

『俳
諾
花
の
杖
』
(京
都
大
学
図
書
館
蔵
)
以
外
は
全
て
天

理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。

1表

書

名

選

者

寛
保

1

延
享

12

宝
暦

235

宝
暦
期

安
永

235687

 

9

天

明
14

〔松
葉
番
〕

弐
万
梅

〔み
つ
巴
〕

桑
老
撰

六
養
集

俳
譜
志
都
織

滝
清
水

謬

芦
辺
鎌

佐

太

の
わ
た
り

〔
福
海
集
〕

時
代

ま
き

ゑ

〔礪

奉
納
集
〕

三
万
椿

誹
譜
幽
聞
集

誹
譜
三
つ
の
花

俳
譜
う
ら
は
の
錦

俳
譜
関
の
と
び
ら

亀
の
鑑

女 蕪 茶 百 馬 女 囎 馬 女 女 社 社 茶 布 布 布 布 布

媒 糎 久 城 媒 山城 媒 媒 笛 笛 雷 門 門 門Fヨ門

*国 文学研究室(昭 和57年9月30日 受理)
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大良奈

68

寛
政

1965312

 

寛
政
期

享
和

123

文
化

45613

文
政

1

俳
諮
雪
月
花

お

の
こ
ろ
じ
ま
集

拠
万
留

の
錦

を

の

＼
ち
ぐ

さ

蟹

太
佐
11
那

貫
珠
編

は
な
筏

松
の
尾
集

顯

花
角
抵

〔花

の
春
〕

ふ
た

つ
み
ち

花
葉

節

〔
七
化
〕

美
津

星

な

に
は
風
俗
後
篇

謝
か
れ
薦

ほ
と

＼
ぎ
す
集

謝
花

の
杖

俳
詣

ふ
た

つ
て
ん

仰
凍

集

発
句
二
万

の
さ
と

〔
俳
譜
悟
り

の
道
〕

李 万 星 哺 斗 升 李 廿 嚥 嚥 南 關 輔 嚥 化 嚥 女 嚇 哺q蝸 蘭

塗稻 齢 雪査流泉1福山酪d山 石 山媒W山 天潅

 

右
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
阪

で
は
五
流
斎

一
世
布
門

・
三
世
女
媒

・

四
世
化
石

・
布
門
門
下
社
笛
ら
の
五
流
斎

一
門
、
京
都
で
は
漁
浪
居

一
世
囎
山

・

二
世
李
流

・
囎
山
門
下
斗
雪
ら
の
槍
浪
居

一
門
の
活
躍
が
日
立

つ
。
そ
れ
以
外
の

も

の
も
、
概
ね
五
流
斎
系

・
槍
浪
居
系

の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
槍
浪
居

一
門
に
圧
倒
さ
れ
て
目
立
た
な
い
が
、
夜
半
亭

一
門
に
も
蕪
村
に
天

明
元
年

『俳
譜
関
の
と
び
ら
』
の
選
が
あ

る
。
よ

っ
て
、
以
下
五
流
斎

・
槍
浪
居

・
夜
半
亭
各
派
の
秀
吟
集
を
中
心
に
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

剛
、

五

流

斎

一

門

先
ず
五
流
斎

一
門
の
秀
吟
集
を
詳
し
く
表
に
し
て
示
そ
う

(表
H
)。

一

秀
吟
集

の
あ
ら
ま
し

こ
の

一
門
の
秀
吟
集
の
典
型
は
天
明
四
年

『
亀
の
鑑
』
で
あ
る
。

『
亀
の
鑑
』

は
原
装
半
紙
本
三
冊
。
各
冊
左
肩
に
無
辺
白
地
題
籏
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
亀
の

鑑
天
」

「
か
め
の
か
玉
み
地
」

「
か
め
の
か
瓦
み
人
」
と
墨
摺
り
。
丁
付
は
各
冊
と

も
板
芯
下
部
に
あ
り
、
天
巻
は
▲
序

一
～
▲
序
七
終

・
▲

一
～
▲
五
十
、
地
巻
は

△

一
～
△
五
十
八
、
人
巻
は
△

一
～
△
六
十
四

・
△
践

一
・
△
践
二
全

・
△
の
如

く
で
、
全
百
八
+
二
丁
の
大
冊
。
天
巻
見
返
し
に

勲
蕪

囎

/
奉
納
四
季
発
句

集
/
翻

霧

配
韓

輌
句
」
と
奉
納
先

・
寄
句
な
ど
を
掲
げ
、
続
い
て
天
明
甲
辰
き

さ
ら
ぎ
の
日
浪
華
葭
城
書
の
仮
名
序

・
天
明
甲
辰
春
洛
陽
淡
州
書
の
漢
文
序
が
あ

る
。
選
句
は
天
巻

一
丁
表
初
行
の
句
頭
に

「
巻
頭
」
と
し
て
半
丁
十
句
宛
に
三
丁

表
終
行
ま
で
計
五
十
句
を
並
べ
る
。
以
下
同
形
式
に
て
人
巻
五
十
丁
裏
ま
で
に
計

六
十
二
巻
各
巻
五
十
句
を
配
例
。
人
巻
五
十

一
～
六
十
四
丁
は
地
域
別
の
入
選
作

者
句
引
。
続

い
て
の
二
丁
に
天
明
甲
辰
春
三
月
石
路
模
書
の
漢
文
践
、
終
丁
に
は

こ
の
句
合

の
発
企
里
杖
ら
及
び
選
者
五
流
斎
の
追
加
吟
を
添
え
、
後
表
紙
見
返
し

に
板
元
を
記
す
。
以
上
が
五
流
斎

一
門
の
秀
吟
集
の
う
ち
最
も
整

っ
た
体
裁
を
持

つ

『亀
の
鑑
』

の
概
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
準
に
他
の
秀
吟
集
を
見
て
み
よ
う
。

先
ず
本

の
大
き
さ
で
あ
る
が
、

『芦
辺
鎌
』
が
小
本
で
あ
る
他
は
す
べ
て
半
紙

本
。
但
し

『
桑
老
撰
』
に
は
縦
長
の
変
形
半
紙
本
も
存
在
す
る
。
冊
数
は
寄
句
の

極
め
て
多

い

『
三
万
椿
』
(二
冊
)

『亀
の
鑑
』
(三
冊
)

『貫
珠
編
』

(二
冊
)
を

除
き
、
全
て

一
冊
で
あ
る
。
丁
付
は
、

『
桑
老
撰
』

『
佐
太
の
わ
た
り
』
以
外
は

『
亀
の
鑑
』
天
巻
に
等
し
い
。
因
み
に

『
佐
太
の
わ
た
り
』
も
序
文
は
そ
れ
と
同

じ
。

『桑
老
撰
』
は

『
亀
の
鑑
』
人
巻
と
同
じ
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
見
返
し
に

奉
納
先

・
寄
句
等
の
摺
り
込
み
が
あ
る
の
は

『
松
葉
蕎
』
『
桑
老
撰
』
『
滝
清
水
』
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∬表

書

名

〔
松
葉
番
〕

弐
万
梅

〔
み

つ
巴
〕

桑
老
撰

六

ぐ
集

滝
清
水

羅

芦
辺
鎌

佐
太
の
わ
た
り

〔福
海
集
〕

三
万
椿

亀
の
鑑

貫
珠
編

松
の
尾
集

年

記

 

寛
保
元
辛
酉
年
八
月
刊

延
享
元
子
年
八
月
布
門
序

延
享
二
歳
次
乙
丑
仲
夏
序

宝
暦
二
壬
申
五
月
廿

一
日開
巻

宝
暦
三
酉
晩
夏
序

(宝

暦

期
)

安
永
二
巳
と
し
季
夏
序

安
永
三
年
仲
夏
序

安
永
五
丙
申
春
三
月
序

安
永
戊
戌

(七
)
春
正
月
序

天
明
甲
辰

(四
)
春
三
月
践

寛
政
紀
元
己
酉
秋
九
月
後
序

寛
政
五
癸
丑
如
月
序

発

企

難
波方
紫

・
北
箕

ら

北

箕

摂
惣
持
寺

吉
田
北
枝

大
坂

一
指
改

本
田
椿
阿

摂
惣
持
寺

市
月
堂
其
然

浪
花文
房

・
何
羨

羽
州
最
上
辺
好
士

(代
理
東
烏
)

河
内
佐
太

伊
奈
鬼
卵

淡
嶋帯
庵

大

坂二
鴫

・
魏
雀

茨
木里
杖

淡

路
福
良

楚
調

・襲
常

・南
咳

和
州
立
田老
松

選

者

布

門

布

凹

布

門

一

布

門

布

門

社

笛

社

笛

女

媒

女

媒

女

媒

女

媒

女

媒

化

石

奉

納

先

住
吉
神
社

天
満
宮

摂
惣
持
寺
境
内
八
幡
宮

難
波
稲
荷
社

摂
惣
持
寺
大
悲
閣

清
水
寺

聖

廟

河
内
佐
太
社

観
音
薩
唾

天
満
宮

御
霊
宮

浪
花
天
満
宮

茨
木
大
明
神

伊
勢
神
宮

墨
江
神
社

福
良
八
幡
宮

酉
松
の
尾
大
悲
閣

寄

句

数

一
万
二
千
余
句

弐
万
三
百
廿
八
句

三
千
余
句

一
万
四
千
余
吟

一
万
七
千
余
吟

三
千
句

三
千
余
章

不

明

七
千
余
句

三
万
八
千
二
百
五
十
句

六
万
三
千
五
百
句

五
万
五
千
旬

六
千
余
句

選

句

数

六
百
旬

一
千
旬

額
上
二
百
旬

百
五
十
句

秀
吟
七
百
番

百
四
十
吟
絵
馬

八
百
五
十
旬

百
十
五
句

百
八
十
五
旬

六
百
五
十
旬

三
百
五
十
句

千
九
百
章

三
千
百
五
十
章

二
千
七
百
五
十
章

三
百
旬

版

元

・
彫

工

大
坂
心
斉
橋
博
労
町
南
横
町

書
林

河
内
屋
宇
兵
衛

同

安
堂
寺
町
二
丁
目

彫
工

村
上
清
蔵

大
坂
安
堂
寺
町
二
丁
目

彫
工

藤
倉
清
蔵

大
坂
安
堂
寺
町
二
丁
日

彫
工

藤
倉
清
蔵

大
坂
順
慶
町
二
丁
口

書

林

河
内
屋
清
兵
衛

大
坂
和
泉
町

書

近
江
屋
平
次
良

林

藤
谷
汗
青
館

大
坂
和
泉
町

書

建

近
江
屋
平
治
郎

安
堂
寺
町
心
斉
橋
筋

浪
速
書

林

本

屋
武
兵
衛

華
陽
安
堂
寺
町
心
斎
橋
筋

書

扉

本

屋
武
兵
衛

大
坂
心
斎
橋
筋
安
堂
寺
町
南
江
入

書

葬

本

屋
武
兵
衛
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大良奈

『
三
万
椿
』

『亀

の
鑑
』
の
五
点
。
選
句
を

「
巻
頭
」
か
ら
順
に
半
丁
十
句
宛
に

五
十
句
つ

つ
並
べ
る
形
式
は

『
芦
辺
鎌
』
を
除
い
て
全
て
に
共
通
す
る
。
序
文
は

『
桑
老
撰
』

『
滝
清
水
』
の
他
は
何
れ
に
も
備
え
る
。
但
し
、
序
文
を
持
た
な
い

右
の
二
点
は
先
に
触
れ
た
如
く
見
返
し
に
奉

納
先

・
寄
句
等

の
印
刷
が
あ
り
、
そ

れ
が
序
文
に
代
わ

っ
て
句
合
の
成
り
立
ち
な
ど
を
説
明
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い

る
。
践
文
は
無
い
も
の
の
方
が
多
い
。
撰
者
も
し
く
は
発
企
の
追
加
吟
は

『
松
葉

巷
』
以
外
は
全
て
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。
句
引
は
寄
句
数

の
少
な
い

『
み

つ
巴
』

『
滝
清
水
』

『
芦
辺
鎌
』
の
他
は
必
ず

こ
れ
を
備
え
る
。
板
元
あ
る
い
は
彫
工
は

記
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。

以
上
要
約
す
れ
ば
、
五
流
斎

一
門
の
秀
吟
集
は
半
紙
本

一
冊
を
基
本
と
し
て
丁

付
は
板
芯
下
部
に
▲
の
符
号
を
も

っ
て
表
わ

し
、
序

文

を
添

え
、
選

句
を

「巻

頭
」
か
ら
高
点
順
に
半
丁
十
句
宛
各
巻
五
十
句
を
並
べ
た
あ
と
、
選
者
あ
る
い
は

発
企
の
追
加
吟
及
び
句
引
を
添
え
、
終

に
板
元
ま
た
は
彫
工
名
を
付
す
と
い
う
の

が
ほ
ぼ
定
ま

っ
た
板
式
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
因
み
に
記
せ
ば
、

『
佐
太

の
わ
た
り
』
『福
海
集
』
の
二
点
は
大
坂
近
江
屋
平
次
郎
か
ら
、
ま
た

『亀
の
鑑
』

『
貫
珠
編
』

『
松
の
尾
集
』

の
三
点
は
や
は
り
大
坂
の
本
屋
武
兵
衛
か
ら
出
版
さ

れ
て
い
る
。
ま
た

『弐
万
梅
』
『
み
つ
巴
』
に
は
同

一
の
彫
工
が
携
わ
り
、
『
松
葉

春
』
の
彫
工
村
上
清
蔵
も
住
所
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
あ
る
い
は
同

一
人
物
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
か
よ
う
に
五
流
斎

一
門
の
秀
吟
集
は
二

三
点
を
同

一
書
躍
か
ら
続

い
て
出
版
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
、
逸
題
本
も
あ

る
の
で
断
定
は
し
か
ね
る
が
、
『
佐
太
の
わ
た
り
』
『
松
の
尾
集
』
を
除
け
ぽ
書
名

を
悉
く
三
字
題
と
し
て
い
る
。
板
式
に
定
型
が
あ

っ
た
こ
と
と
併
せ
、
多
分
に
系

統
立

っ
た
印
象
を
受
け
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
五
流
斎

一
門
の
秀
吟
集
と
ほ
ぼ
同
じ
板
式
を
持

つ
も
の
に

表
皿
の
如
き
も

の
が
あ
る
。

皿表

書

名

年

記

発

企

選

者

奉

納

先

寄

句

数

選

句

数

俳
譜
志
都
織

宝
暦
乙
亥

(五
)
年
秋
序

淡
州
委
文
庄

弓
羅

・
雲
暁

茶

雷

淡
州
委
文
八
幡
宮

五
千
句

二
百
五
十
句

時
代
ま
き
ゑ

安
永
丙
申

(五
)
年
秋
序

願
主

田
中
道
雄

輯
者

武
田
吾
立

馬

城

有
栖
山
清
水
寺

一
万
六
千
六
百
八
十
句

千

六
百

五

十

句

奉
・納
絵
馬
座
で口
上ハ十
一九
甑早

誹
譜
幽
間
集

俳
譜

う
ら
は

の
錦

俳
譜
雪
月
花

お
の

こ
ろ
じ
ま
集

安
永
八
年
己
亥
正
月
副
言

安
永
九
年
孟
春
序

天
明
六
丙
午
正
月
刊

天
明
丙
午
春
序

東
讃
白
鳥

願
主

川
岡
其
水

同
所

清
書

竹
内
有
光

淡
路
几
暁
ら
五
名

集
者
河
州
山
之
上

田
中
貝
士

願
主

玉
水

・
桂
布

淡
小
榎
並

編
冊

服
部
乙
貫

馬

城

茶

裡

百南蘭

之畝亭

 

蝸

天

東
讃
白
鳥
神
廟

本
府

天
満
宮

天
満
宮

河
州
山
之
上産
土
神

淡
州
磯
駅
藍
嶋
太
神
宮

二
万
六
千
六
百
余
旬

二
万
二
千
余
旬

七
千
五
百
句

四
千
句

千
三
百
三
十
句

額
上
二
百
六
十
六
章

千
百
句

千

句

二
百
旬

花

葉

節

寛
政
庚
申

(十
二
)
晩
秋
序

河
内
都
石
ら
五
名

南
畝
ら
四
名

諸
某
神
祠

六
千
余
句

四
百
八
十
句

な

に
は
風
俗
後
篇

享
和
改
元
と
り
歳
初
夏
序

甘

泉
及
び

門
生
不
存

・
烏
国

甘

泉

有
馬
薬
師
廟

三
千
句

百
五
十
句
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宝
暦
五
年

『
俳
譜
志
都
織
』
が
比
較
的
早
い
時
期
に
属
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は

宝
暦
六
年
に
布
門
が
没
し
た
後
女
媒
が
活
動
を
始
め
て
か
ら
の
も
の
ば
か
り
で
あ

る
。
そ
れ
に
選
者
は
い
つ
れ
も
摂
津

・
河
内

・
大
坂
に
属
す
る
。

こ
れ
ら
の
秀
吟

集
は
布
門
選
の
そ
れ
に
倣

っ
た
も
の
と
考

え
て
良
か
ろ
う
。

二

興
行
形
態

で
は
、
こ
れ
ら
の
秀
吟
集
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
発
句
合
は

一
体
ど
の
よ
う
な

興
行
形
態
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
最
も
詳
し
い
の
は

『
弐
万
梅
』

の
布
門
序
文
で
あ
る
。

門
人
北
箕
宿
願
有

て
天
満
宮

へ
誹
譜

の
ほ
つ
く
し
ふ
を
さ

二
げ
奉
ら
ん
と
、

四
季

の
詞
よ
せ
を
作
り
こ
れ
に
雁
書

を
添
て
海
陸
の
好
士
に
つ
く
る
に
、
翼

北
に
さ
り
南
に
来

て
既
二
万
句
を
得

た
り
。
則
巻
を
廿
冊
に
わ
か
ち

一
箱
と

し
て
御
神
前
に
納
奉
り
、
亦

一
巻
に
て
五
十
番
の
儒
逸
を
予
に
属
し
て
撰
ま

せ
、
都
而
千
句
を

一
秩
と
し
て
世
に
弘
む
。
号
て
二
万
梅
秀
吟
集
と
い
ふ
。

こ
れ
が
中
に
二
百
番
を
抜
出
て
額
に
露
し
、
御
広
前
に
か
け
奉
て
参
詣
の
人

々
の
休
息
を
慰
む
。
是
皆
先
集
松
葉
蕎
の
例
に
よ
る
も
の
な
り
。

こ
の
選
者
自
ら
が
記
す
と
こ
ろ
の
序
文

に
よ
れ
ば
、
発
句
合
の
興
行
形
態
は
凡

そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
門
人
北
箕

「天
満
宮

へ
誹
譜
の
ほ
つ
く
し
ふ
を
さ
瓦
げ
奉
ら
ん
」
と
発
句
合

を
発
起

②

「
四
季
の
詞
よ
せ
」
に

「
雁
書
」
を
添
え
て
句
を
募
集

③
寄
句
二
万

(正
確
に
は
二
万
三
百
廿

八
句
)
を

「
廿
冊
に
わ
か
ち

一
箱
と
し

て
」
神
前
に
奉
納

④

「
一
巻
に
て
五
十
番
の
秀
逸
」
を
布
門
に
託
し
て
選

⑤
秀
逸

「
千
句
を

一
秩
と
し
て
」

「
二
万
梅
秀
吟
集
」
と
号
け
梓
行

⑥
上
位

「
二
百
番
を
抜
出
て
」
奉
額

な
お
、
序
文
文
末
に
よ
れ
ば
先
集

『
松
葉
春
』
の
場
合
も
同

一
の
興
行
形
態
を

と

っ
た
も
の
ら
し
い
。

こ
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、
表
∬

・
皿
に
挙
げ
た
秀
吟
集
は
何
れ
も
諸
社
寺

へ

の
奉
納
を
名
目
に
し
て
お
り
、
特
に
問
題
は
な
い
。
ま
た
、
②
句
を
募
る
際
に
四

季
自
由
題
と
し
た
こ
と
は
何
よ
り
も
入
選
句
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、

四
季
発
句

一
万
四
千
余
吟
集

四
季
発
句
三
千
集

四
季
発
句

四
季
の
発
句
集
を
神
前
に
さ
さ
げ
奉
ら
ん

就
中
有
四
時
霊
艸

奉
納
四
季
発
句
集

い
ざ
や
弐
千
の
四
季
句
集
し

春
秋
の
佳
作
を
見
ん

(桑
老
撰
)

(滝
清
水
)

(芦
辺
鎌
)

(佐
太
の
わ
た
り
)

(福
梅
集
)

(三
万
椿

・
亀
の
鑑
)

(松

の
尾
集
)

(時
代
ま
き
ゑ
)

こ
ひ
あ

つ
め
け
る
ほ
句
は
む
め
を
か
ざ
す
よ
り
ほ
と
玉
ぎ
す
を
聞
も
、・・
ぢ
を

折
雪
を
見
る
に
い
た
り

(俳
譜
雪
月
花
)

奉
納
四
季
発
句
四
千
集

(
お
の
こ
ろ
じ
ま
集
)

と

い
う
よ
う
に
、
各
秀
吟
集
の
見
返
し

・
序
文
な
ど
に
四
季
発
句
集
た
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
『松
葉
巷
』
『
弐
万
梅
』
で

「
四

季

の
詞
よ
せ
」
を
添
え
て
句
を
募

っ
た
の
は
、
特
に
季
題
を
指
定
し
た
の
で
は
な

く
、
作
句
の
便
を
計
る
意
図
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
改
め
て
句
を
募
る

の
で
は
な
く

「北
-
枝
吉

田
兄

(略
)

洛
-
陽
浪
-
華
際
毎
ニレ
見
二好
-
句
ヲ
一

手
力一.書
.一ア及
二
三
-
千
余
二
一」

(み
つ
巴
)
と
い
う
よ
う
に
、
や
や
特
殊
な
成
り
立

ち
を
し
た
も
の
も
中
に
は
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
て
次
に
、
②
か
ら
③
に
至
る
期
間
、

つ
ま
り
句
を
募

っ
て
か
ら
句
寄
が
完
了
す
る
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
要
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ネ

今
年
又
難
波
の
方
紫
北
箕
を
始
め
五
流
斎
の
門
人
こ
玉
ろ
を
合
せ
て
魔
か
れ

け
れ
バ

一
万
二
千
余
句
に
ミ
ち
ぬ

(松
葉
巷

・
文
月
蘭
分
序
)
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一
月
に
と
り
か
か

っ
た
と
し
て
も
約
半
年
で

一
万
二
千
余
句
を
集
め
て
い
る
。

菅
神
に
奉
ら
ん
と
此
集
を
宿
願
す
る
の
日
は
其
時
、
此
時
成
て
指
を
折
ば
甲

子

ハ
十
に
も
こ
え
ん
か

(弐
万
梅

・
践
)

宿
願
か
ら
成
立
ま
で
に
甲
子
の
日
が
十
回
程
あ

っ
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
さ
す
れ
ぽ
、
二
万
余
を
集
め
る
の
に
約
二
年
を
要
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

好
士
に
告
て
句
を
ま
ね
か
る
瓦
の
時

は
去
年
の
水
無
月
…
…
此
水
無
月
に

一

万
七
千
余
吟
の
大
巻
と
成

っ
て
初
の
六
日
に
開
巻

(六
く
集

・
序
)

こ
れ
は
丁
度

一
年
で

一
万
七
千
余
を
集
め
て
い
る
。

立
田
の
老
松
う
し
お
と

製
し
…
…
い
ざ
や
弐
千
の
四
季
句
集
し
…
…
西
松
の

尾

の
大
悲
閣
に
法
楽
さ

瓦
げ
ぼ
や
な
ど
語
ら
ふ
・…
:
集
る
句
都
合
せ
六
千
余

(松
の
尾
集

・
き
さ
ら
ぎ
花
的
序
)

お
と
と
し
の
十
二
月
に
発
企
し
た
と
し
て
も
六
千
余
集
め
る
の
に

一
年
数
ケ
月

を
要
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
句
を
募

っ
て
か
ら
句
寄
完
了
ま
で
に
要
す
る
期
間
は

必
ず
し
も

一
定
し
な
い
。
そ
れ
は
五
流
斎

一
門
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

こ
と
し
安
永
五
春
二
月
宗
匠
の
春
選

成
て
配
達

せ
ら
る
玉
序
、
予
が
宿
願
の

趣
を
四
境
に
告
侍
る
に
、
五
月
晦
日
を
期
と
し
て
相
集
る
発
句
万
六
千
六
百

八
十
喩

(時
代
ま
き
ゑ

・
序
)

ウ
ナ
ガ

安
永
六
年
酉
十

一
月
発
願
し
、
同
七
年
戌
三
月
晦
日
を
限
て
こ
れ
を
促
す
に
、

限
を
待
ず
し
て
総
計
二
万
六
千
六
百
余
吟
を
集
む

(誹
譜
幽
聞
集

・
副
言
)

発
句
三
千
集

の
志
願
あ
り
て
諸
君
子

に
乞
ふ
に
日
あ
ら
ず
し
て
七
千
余
吟
に

満
ぬ

(俳
譜
雪
月
花

・
副
言
)

こ
の
よ
う
に
、

『松

の
尾
集
』
の
如
く

一
年
以
上
か
け
て
よ
う
や
く
六
千
余
を

集
め
た
例
も
あ
れ
ば
、

『
誹
譜
幽
聞
集
』

の
よ
う
に
繊
か
三
四
ヶ
月
で
二
万
六
千

以
上
集
ま

っ
た
場
合
も
あ
り
、
興
行
の
規
模
が
大
き

い
か
ら
と
い
っ
て
時
間
が
か

か

っ
た
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
よ
う
で
あ
る
。
五
流
斎

一
門
の
場
合

も
馬
城
選
の
二
編
と
同
じ
よ
う
に

一
応
の
期
限
は
切
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
予

想
し
た
程
句
が
集
ま
ら
な
け
れ
ぽ
再
度
促
し
な
ど
し
て
適
宜
延
長
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
凡
そ
か
よ
う
な
不
定
期
の
発
句
合
に
於
て
は
、
月
並
発
句
合
の
よ
う

に

一
定

の
期
限
ま
で
に
必
ず
入
選
句
を
披
露
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
強
い
制

約
は
な
い
。
そ
こ
に
選
老

・
投
句
者
ど
ち
ら
に
も
気
分
的
に
緩
や
か
な
も
の
が
あ

り
、
句
寄
が
完
了
し
出
来
合
次
第
と
い
う
の
が
実
情
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
手
順
で
集
め
ら
れ
た
寄
句
は

『
弐
万
梅
』
序
に
よ
れ
ば

③
二
万
余
句
を

「廿
冊
に
わ
か
ち

一
箱
と
し
て
」
神
前
に
奉
納
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り

『
松
葉
魯
』

『
弐
万
梅
』
二
集
の
場
合
は
寄
句
す
べ
て
を
神
前
に
奉
納
し

て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
例
は

『
六
く
集
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、
『
み
つ
巴
』
『
貫
珠

編
』

『
誹
譜
幽
間
集
』
な
ど
で
は
選
が
終
わ

っ
た
あ
と
で
秀
逸
の
み
を
奉
納
す
る

形
態
を
と
る
。
ま
た
、
『
松
葉
巷
』
『
弐
万
梅
』
は
奉
納
し
た
後

に
布
門
に
選
を
乞

う
て
い
る
が
、
こ
の
二
編
以
外
は
そ
の
逆
の
手
順
を
踏
む
も
の
が
多
い
。
従

っ
て

こ
の
点
に
関
し
て
は
右
二
編
が
む
し
ろ
異
例
で
、
後
に
は
選
が
済
ん
だ
あ
と
で
秀

逸

の
み
を
奉
納
す
る
形
態
が

一
般
化
し
て
行

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
句
選

で
あ
る
。
③
の
段
階
で
千
句
毎
に
二
十
巻
に
分
け
て
清
書
さ
れ
た
二
万
余
の
寄
句

の
中
か
ら
④

一
巻
に
つ
き
五
十
番

の
秀
逸
が
選
ぽ
れ
る
。
五
流
斎

一
門
の
秀
吟
集

は

『芦
辺
鎌
』
を
除
い
て
全
て
選
句
を
五
十
句
毎
に
句
頭
に

「巻
頭
」
と
記
し
て

並
べ
る
の
を
例
と
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
各
千
句
毎
の
巻
か

ら

の
抜
葦
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
寄
句
数
不
明

の

『佐
太
の
わ
た
り
』

以
外
は
寄
句
は
千
句

一
巻
と
い
う
分
配
が
な
さ
れ
て
い
る
。
表
皿
に
挙
げ
た
秀
吟

集
も
、

『
時
代
ま
き
ゑ
』
に
五
百
句
を

一
巻
と
し
て
五
十
句
の
秀
逸
を
選
ん
だ
例

が
あ
る
が
、
他
は
千
句

一
巻
と
し
て
五
十
句
の
秀
逸
を
選
ぶ
と
い
う
方
法
を
と

っ

て
い
る
。
従

っ
て
、
全
体
の
入
選
率
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
5
%
を
越
え
る
こ
と
は

な
い
が
、
表
皿
の

『
俳
譜
雪
月
花
』

『
花
葉
節
』
は
複
選
の
た
め
入
選
率
が
や
や

高
く
な

っ
て
い
る
。
複
選
に
つ
い
て
第
二
章
で
触
れ
る
。

こ
こ
に

一
つ
の
疑
問
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
寄
句
を
千
句
毎
に
分
配
す
る
際
、
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ど
の
よ
う
に
分
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
手
掛
か
り
を

『
弐
万
梅
』

か
ら
拾

っ
て
み
よ
う
。

『
弐
万
梅
』
の
入
選
作
者
分
布
は
句
引
に
よ
れ
ば
、
大
坂

57
名

・
摂
津
54
名

・
紀
伊
26
名

・
阿
波
19
名

・
大
和
14
名

・
淡
路
8
名

・
和
泉

・

讃
岐
各
6
名

・
武
蔵
5
名

・
播
磨
4
名

・
伊
予

・
近
江
各
3
名

・
河
内

・
山
城

・

肥
前

・
豊
後

・
伊
勢

・
上
総
2
名
と
な

っ
て
い
る
。
第

一
巻
に
出
る
の
は
大
坂

・

摂
津

・
淡
路

・
紀
伊

・
和
泉

・
大
和

・
阿
波
の
主
要
七
ケ
国
の
作
者
、
第
二
巻
に

は
大
坂

・
播
磨

・
阿
波

・
伊
予

・
和
泉

・
近
江

・
淡
路

・
紀
伊

・
大
和

・
豊
後

・

江
戸
と
作
者
分
布
計
十
八
ケ
国
の
う
ち
十

一
ケ
国
の
作
者
が
登
場
す
る
。

つ
ま
り
、

同

一
地
域
の
作
者
が
特
定
の
巻
に
集
中
す

る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
同

一
作
者

の
入
選
句
が
全
巻
に
散
ら
ば

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
句
引
に
よ
れ

ば
入
選
句
が
特
に
多

い
の
は
大
坂
の
方
架

(百
十
六
句
)
北
箕

(七
十
九
句
)

の

二
名
で
あ
る
。
方
架

の
句
は
全
巻
に
二
～
九
句
の
割
で
、
北
箕
の
句
も
や
は
り
全

巻

に
三
～
六
句
の
割
で
ま
ん
べ
ん
な
く
入
選
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
ど

の
秀
吟
集
に
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
章
に
取
り
挙
げ
る
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟

集
も
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
同

一
地
域

の
作
者
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
配
分
し

た
形
跡
が
著
し
い
。
お
そ
ら
く
は
寄
句
を
千
句

一
巻
と
し
て
清
書
す
る
段
階
で
、

同

一
地
域
の
作
者
が
特
定
の
巻
に
集
中
し
な
い
よ
う
に
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
手
続
を
経
て
選
ば
れ
た
秀
吟
は
、
次
に
⑤
半
紙
本
に
仕
立
て
適
当
な
題

名
を
付
け
て
披
露
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
選
句
は
各
巻
毎
に

「
巻
頭
句
」
か
ら

順
に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
は
繰
り
返
し
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
因
み
に
、
五
流
斎

一
門

の
秀
吟
集
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
『時

代
ま
き
ゑ
』
『
誹
譜
幽
聞
集
』

『俳
譜

雪
月
花
』
に
は

「惣
巻
頭
」
と
い
う
記
載
が
見
え
る
。

こ
れ
は
選
句
全
体
の
中
で

の
最
秀
逸
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
弐
万
梅
』
序
文
に
は
、
こ
の
あ
と

⑥
秀
吟

一
千
句
の
中
か
ら
更
に
上
位
二
百
番
を
奉
額
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
寄
句
全
体

の
ー
%
弱
を
奉
額

し
た
例
は
、

四
季
発
句

一
万
四
千
余
吟
集
…
…
秀
吟
七
百
番
…
…
上
座
百
四
十
吟
絵
馬

(桑
老
撰

・
見
返
し
)

奉
納
画
馬
座
百
六
拾
五
章

但
三
十
三
巻
秀
逸
汐
第
五
迄

入
集
総
千
六
百

五
拾
章

(時
代
ま
き
ゑ

・
奥
)

二
万
六
千
余
章
…
…
其
秀
者
弐
百
六
十
六
章
書
板
以
掲
之
廟

(誹
諾
幽
閉
集

・
序
)

と

い
う
よ
う
に
、
他
に
も
散
見
す
る
。

『
六
く
集
』
序
文
に

「
秀
逸
を
絵
馬
に
著

し
」
と
あ
る
の
も
そ
れ
を
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
奉
額
の
記
載
の
な
い
秀
吟

集
は
そ
の
事
実
が
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

終
に
作
者
圏
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
五
流
斎

一
門
の
奉
納
発
句
合
の
作
者

圏
は
、
陸
奥

・
出
羽

・
上
総

・
武
蔵

・
遠
江

・
三
河

・
尾
張

・
美
濃

・
越
後

・
越

中

・
越
前

・
近
江

・
伊
賀

・
伊
勢

・
丹
後

・
但
馬

・
丹
波

・
山
城

・
大
和

・
摂
津

・
大
坂

・
河
内

・
和
泉

・
紀
伊

・
出
雲

・
石
見

・
播
磨

・
美
作

・
備
前

・
安
芸

・

長
門

・
淡
路

・
讃
岐

・
阿
波

・
伊
予

・
豊
後

・
日
向

・
肥
前
の
計
三
十
八
ケ
国
の

広
範
囲
に
及
ぶ
。
こ
の
う
ち
特
に
中
心
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
摂
津

・
大
坂

・
淡

路

・
河
内

・
大
和

・
阿
波

・
讃
岐

・
山
城
の
九
ケ
国
で
あ
る
。

三

歴
史

五
流
斎

一
門
及
び
そ
の
影
響
下
に
成
る
秀
吟
集
は
少
な
い
時
で
も
三
千
多
い
時

に
は
六
万
を
越
え
る
寄
句
を
集
め
、
そ
の
半
数
近
く
は

一
万
以
上
の
寄
句
を
記
録

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
多
数

の
句
を
集
め
る
奉
納
句
合
は

一
体
ど
の
よ
う
な
流

れ
の
中
に
生
ま
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
1
に
示
し
た
如
く
、
管
見
の
範
囲

内
で
は
秀
吟
集
の
噛
矢
は
寛
保
元
年
の
布
門
選

『
松
葉
巷
』
で
あ
る
。
そ
の
序
文

に
次
の
よ
う
に
言
う
。

凡
何
事
も
少
し
き
は
大
イ
成
基
と
か
や
。
誹
譜
の
言
種
も
ひ
さ
し
き
世
よ
り

翫
び
け
ら
し
。
慶
長
寛
永
の
比
よ
り
昌
に
な
り
き
。
次
而
六
句
附
発
句
合
も

す
。

ハ
や
百
年
に
近
し
。
し
か
ハ
あ
れ
ど
千

瓦
万
に
至
る
事

ハ
豊
年
の
枇
ま
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れ
な
り
し
に
、
近
き
こ
ろ

ハ
所

く
の
万
句
附
の
数

ハ
晴
る
瓦
夜

の
星
と
も
い

は
ん
か
。
さ
れ
ど
発
句
集

ハ
千
句
満

る
と

ハ
聞
か
ざ
り
し
に
、
時

の
至
れ
る

に
や
、
さ
い
つ
年
福
原
の
梅
史
集
ら
れ
し
が
三
千
句
に
あ
ま
れ
り
。
今
年
又
、

マ
ネ

難
波
の
方
架
北
箕
を
始
め
五
流
斎

の
門
人
こ
玉
ろ
を
合
せ
て
鷹
か
れ
け
れ
バ
、

一
万
二
千
余
句
に
ミ
ち
ぬ
。
布
門
二
度
の
撰
者
と
成
し

ハ
墨
の
江
の
お
ほ
ん

神
御
見
す
て
な
き
に
や
と
、
撰
者

の
悦
び
理
り
と
お
ぽ
ゆ
。

慶
長
寛
永
の
頃
か
ら
俳
譜
が
盛
ん
に
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
六
句
附
発
句

一
合
の
歴
史
も
も
う
百
年
に
近
く
な
る
が
、
寄
句
が
千
と
か
万
と
い
う
数
に
及
ぶ
こ

【
と
は
極
め
て
稀
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
所
々
の

「
万
句
附
」
で
は
晴
れ
た

一
夜
の
星
の
数
程
の
句
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
に
較
べ
、
発
旬
合
で
千
句

に
至
る
例
は
聞

い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
去
る
年
福
原
の
梅
史
が
発
句
を
募

っ

た
と
こ
ろ
三
千
余
に
及
ん
だ
。
そ

こ
で
、

今
年
五
流
斎
の
門
人
が
発
句
を
集
め
た

ら

一
万
二
千
余
に
満
ち
た
ー
と

い
う
の
が
そ
の
主
旨
で
あ
る
。

こ
の
序
文
か
ら
二

つ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の

一
は
、
発
句
合
で
三
千
を
集

め
た
の
は
去
る
年
の
福
原
梅
史
の
試
み
が
最
初
だ
と
い
う
認
識
が
布
門

一
派
に
は

あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「布
門
二
度
の
撰
者
と
成
し
」
と
あ
る
か
ら
福
原

梅
史
集

の
選
者
も
布
門
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
梅
史
集
に
続
く
の
が
、

『松
葉
巷
』
の
催
し
で
あ
る
と
言
う
。
先

に
も
触
れ
た
如
く
、
寛
保
元
年
の

『
松

葉
巷
』
以
降
安
永
五
年
に
馬
城
選

『
時
代
ま
き
ゑ
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

}
宝
暦
五
年
茶
雷
選

『
俳
譜
志
都
織
』
を
除

い
て
、
管
見
に
入
っ
た
秀
吟
集
は
す
べ

て
五
流
斎

一
門
の
選
に
な
る
も

の
ば
か
り

で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
背
景
に

『
松
葉

魯
』
序
文
を
見
れ
ば
、
寄
句
を
数
多
集
め
る
奉
納
発
句
合
及
び
秀
吟
集
の
出
版
が

五
流
斎
布
門
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
考
え
て
も
多
く
は
誤
た
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
秀
吟
集
の
嗜
矢
で
あ
る

『松
葉
巷
』
序
文
に
句
合
の
歴
史
を
記
し
、
第
二

集

『
弐
万
梅
』
に
は
選
者
布
門
自
ら
が
興
行
形
態
を
詳
述
し
て
い
る
こ
と
も
、
裏

返
せ
ば
奉
納
発
句
合
及
び
秀
吟
集

の
出
版
が
始
ま
っ
て
日
が
浅

い
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、

『
弐
万
梅
』
践
文
に

「抑
、
師
の
撰
に
あ
ふ
て
発
句
を

諸
社
に
奉
る
事
四
度
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
秀
吟
集
と
し
て
は
残
ら
な
い
が
、

『松
葉
釜
』

『
弐
万
梅
』
の
間
に
も
布
門
選
に
よ
る
奉
納
発
句
合
が
催
さ
れ
た
よ

う
で
、

こ
の

一
門
の
句
合
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
窺
わ
せ
る
。

さ
て
、

『
松
葉
巷
』
序
文
に
於
て
今

一
つ
注
意
す
べ
き
は
、
奉
納
発
句
合
の
催

し
が

「
万
句
附
」
の
影
響
下
に
始
め
ら
れ
た
か
の
如
き
書
き
振
り
を
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う

「
万
句
附
」
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
考
え
る
際
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
布
門
が
雑
俳

の
点
者
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

宮
田
正
信
博
士
著

『
雑
俳
史

の
研
究
』
に
よ
れ
ぽ
、
享
保
期
に
入
る
と
諸
社
寺

へ
の
奉
納
を
名
目
と
す
る
雑
俳

の
興
行
が
全
国
的
な
流
行
を
来
た
す
よ
う
に
な
る
。

そ
の
動
き
の
中
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、

こ
の
時
期
の
大
坂
に
諸
社
寺

へ
の

奉
納
を
名
目
と
し
て
千
句
集

・
二
千
句
集

・
三
千
句
集

・
五
千
句
集

・
一
万
句
集

な
ど
と
標
題
す
る
選
句
披
露
の
会
所
本
が
極
め
て
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

今
享
保
か
ら
宝
暦
末
年
ま
で
の
そ
れ
ら
の
会
所
本
の
う
ち
、
特
に
万
句
を
標
傍
す

る
も
の
を
拾
い
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
表
W
の
よ
う
に
な
る
。

先
ず
布
門
に
早
く
享
保
八
年
に

『
天
満
宮
奉
納

一
万
句
集
』
、
享
保
十
年
頃
に

『
有
馬
薬
師
堂
奉
納

一
万
句
集
』

の
選
が
、
ま
た
五
流
斎
二
世
婆
束
に
宝
暦
年
中

に

『
奉
納
風
猛
山
前
句
附

一
万
集
』
の
選
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

次
に
興
味
あ
る
こ
と
は
、
寛
保
以
降
に
な
る
と

一
万
五
千
句
集

・
三
万
句
集

.
二

万
五
千
句
集

・
一
万
三
千
集

・
一
万
二
千
句
集
な
ど
と
万
以
上
を
標
傍
す
る
も
の

も
現
わ
れ
る
が
、

『松
葉
蕎
』
が
出
版
さ
れ
た
寛
保
元
年
以
前

の
も
の
は
す
べ
て

が

二

万
句
集
」
ま
た
は

「
万
句
集
」
と
題
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、

雑
俳
の
会
所
本
の
場
合
は
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集
と
違

っ
て
、

二

万
句
集
」
を

標
傍
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も

一
万
句
を
集
め
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

そ
れ
は
享
保
九
年

『奉
納
生
嶋
辮
財
天
五
千
句
集
』

(惣
連
八
千
五
百
吟
)
享
保
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W表

標

題

住
吉
宮
奉
納

一
万
句
集

天
満
宮
奉
納

一
万
句
集

奉
納
住
吉

一
万
句
集

奉
納
住
吉
大
明
神

一
万
句
集

左
海
住
吉
奥
院
三
村
社
奉
納
万
句
集

讃
州
金
毘
羅
権
現
奉
納

一
万
句
集

奉
納
生
玉
宮

一
万
句
集

奉
納
上
難
波
宮

一
万
句
集

奉
納
生
玉
宮
万
句
集

有
馬
薬
師
堂
奉
納

一
万
句
集

堺
天
神
宮
奉
納

一
万
句

奉
納

一
万
句
集

正

一
位
柿
本
宮
奉
納
壱
万
句
集

奉
納
天
満
宮
壱
万
句
集

奉
納
摂
州
惣
持
寺
観
世
音
宝
前

一
万
句
集

正

一
位
柿
本
社
奉
納
壱
万
句
集

奉
納
天
満
宮

一
万
句
集

奉
納
浜
之
宮

一
万
余
句
集

奉
納
天
満
宮

一
万
五
千
句
集

奉
納
堺
天
満
宮

一
万
句
集

奉
納
泉
州
岸
和
田
蛸
地
蔵
尊
前
旬

一
万
句
集

奉
納
堺
戎
嶋
蛭
子
宮
万
句
集

奉
納
蟻
通
明
神
万
吟
集

奉
納
明
石
人
丸
大
明
神
三
万
句
集

奉
納
生
玉
社
壱
万
句
集

有
馬
薬
師
堂
御
宝
前
奉
納
壱
万
句
集

奉
納
天
満
聖
廟
壱
万
五
千
集

大
塩
社
人
丸
社
奉
納
二
万
五
千
句
集

奉
納
佐
保
社
大
白
堂
壱
万
句
集

奉
納
土
居
宮

一
万
三
千
集

奉
納
長
谷
寺
壱
万
喩
集

奉
納
浜
之
宮
尾
上
社
壱
万
句
集

三
木
大
宮
奉
納

一
万
二
千
句
集

奉
納
風
猛
山
前
句
附

一
万
集

選

者

婆瓢瓢春 瓢白瓢独泉嘉瓦瓦瓦 隻柳李瓢 瓦瓢若紹旧千柳布 若三大枕荻大紹 布三
水 羽 肢
・ ・ 笑 竹竹 竹 ・

蘭 瓢 一・
東水 州耕水水水庵流辰堂堂 堂峨陪艸水 長水人蓮徳鹿 陪門人以立楽堂立 蓮門惟

年

記

 

享
保
七
壬
寅
卯
月
日

享
保
八
癸
夘
初
夏
吉
辰

享
保
八
癸
夘
夘
月
日

(享
保
八
年

『夘
の
こ
よ
み
』
所
収
)

(享
保
九
年

『は
い
か
い
智
恵
的
』
所
収
)

享
保
十
林
鐘
中
旬

享
保
十
巳
文
月
上
旬

享
保
十
乙
巳
初
冬
日

享
保
十
の
と
し
神
無
月
開
巻

(享
保
十
年
頃

『戎
が
ほ
』
所
収
)

(

同

右

)

享
保
十
四
年
酉
九
月
吉
辰

(享
保
年
中

『は
い
か
い
芥
子
か
の
子
』
所
収
)

(享
保
年
中

『俳
詣
巻
ば
し
ら
』
所
収
)

(享
保
年
中

『誹
譜
智
恵
車
』
所
収
)

享
保
年
中

(元
文
年
中

『は
い
か
い
さ
ゴ
れ
む
め
』
所
収
)

(元
文
寛
保
頃

『お
に
が
は
ら
』
所
収
)

寛
保
三
癸
亥
歳

寛
保
三
癸
亥
暦
仲
春

寛
保
三
癸
亥
年
膿
月

延
享
三
年
寅
四
月

(延
享
三
年

『誹
譜
詞
の
友
』
所
収
)

巻
披
延
享
四
年
卯
四
月
十
日

(延
享
頃

『誹
詣
か
つ
ら
川
』
所
収
)

(延
享
寛
延
頃

『俳
譜
国
風
俗
』
所
収
)

寛
保
三
庚
午
正
月
開
巻

宝
暦
二
壬
申
二
月
披
巻

宝
暦
四
甲
戌
年
二
月
開
巻

宝
暦
五
乙
亥
三
月
初
八
開
巻

宝
暦
六
年
子
閏
十

一
月
開
巻

宝
暦
八
寅
三
月
下
旬
開
巻

(宝
暦
年
中

『誹
譜
鏡
草
』
所
収
)

(宝
暦
年
中

『大
江
山
』
所
収
)

十
年

『奉
納
生
玉
万
句
集
』

(寄
句

一
万
千
六
百

八
十
余
吟
)
延
享
三
年

『奉
納
堺
戎
嶋
蛭
子
宮
万

句
集
』

(寄
句
五
千
七
百
余
吟
)
な
ど
の
例
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。

二

万
句
集
」

「
万
句
集
」
は

寄
句
数
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
数
の
多
い
こ

と
を
言
う
定
型
化
し
た
呼
称
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

『
松
葉
蕎
』
序
文
に
言
う

「万
句
附
」
は
、

享
保
期
大
坂
の
雑
俳
興
行
の
会
所
本
の
標
題
と
し

て
定
型
化
し
て
い
た

コ

万
句
集
」
を
指
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
触
れ
た
如
く
、

布
門
に
は
早
く
か
ら
雑
俳
の
奉
納
万
句
集
の
選
が

あ

っ
た
。
そ
れ
を
見
こ
れ
を
思
う
時
、
『
松
葉
巷
』

を
嗜
矢
と
す
る
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集
が
享
保
期

大
坂
の
雑
俳
会
所
本
を
範
と
し
て
布
門
ら
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
と
い
う
推
測
は
充
分
に
成
り
立
つ

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
五
流
斎

一
門
以
外

の
秀

吟
集
と
し
て
比
較
的
早

い
時
期
に
出
版
さ
れ
た
宝

暦
五
年

『俳
譜
志
都
織
』

の
選
者
茶
雷
は
、
や
は

り
雑
俳
点
者
と
し
て
知
ら
れ
る
白
羽
の
門
下
で
あ

る
。
白
羽
に
も

一
万
句
集
を
は
じ
め
五
千
句
集
な

ど
の
選
が
あ
り
、
ま
た
寛
延
四
年
に
は
後
世
の
語

り
草
と
な

っ
た
大
坂
天
満
大
融
寺
奉
納
前
句
付
会

五
万
集
の
催
し
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も

秀
吟
集
が
大
坂
雑
俳
興
行
の
会
所
本
の
影
響
下
に

生
ま
れ
た
こ
と
を
示
す

一
証
左
が
存
在
す
る
。
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二
、

澹

浪

居

國

門

安
永
に
入
っ
て
五
流
斎

一
門
の
奉
納
句
合
が
隆
盛
に
向
か
お
う
と
す
る
頃
、
京

都
で
そ
れ
に
倣

っ
た
句
合
を
催
し
秀
吟
集

を
出
し
た
の
が
槍
浪
居
三
宅
囎
山
で
あ

る
。
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集
が
お
そ
ら
く

安
永
よ
り
棚
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の

は
、
寛
政
元
年

『
奉
納
幾
太
佐
可
那
』

一
和
践
の

い
む
じ
安
永

の
は
じ
め
槍
浪
居
の
門
に
入
し
と
き
、
兵
庫
の
水
翁

一
万
の
ほ

句
寄
を
催
し
た
父
ち
に
万
二
千
を
得
ら
る
。
そ
れ
よ
り
処
く

に
て
、
五
千

一
万
あ
る

ハ
ニ
万

の
句
寄
年
く

其
数
を
し
ら
ず
。

と
い
う
歴
史
意
識
が
そ
れ
を
端
的
に
物
語

っ
て
い
よ
う
。
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集

を
表
V
に
列
記
す
る
。

V表

書

名

年

記

発

企

選

者

奉

納

先

寄

句

数

選

旬

数

版

ブ〔

 

〔僻
讐

納
集
〕

安
永
六
年
酉
五
月
蹟

淡
海
横
江
止
角
ら

嚥

山

離

両
社

一
万
吟

山登
白
一二
十
嘉早

京
書
林

蛸
薬
師
堀
川

吉

田
九
郎
右
衛
門

拠
万
鞠
藍
の
錦

天
明
六
年
丙
午
秋
九
月
序

を

の
＼
ち
ぐ

さ

天
明
八
戊
申
仲
秋
奥

嚥

山

哺

山

摂
小
野

青
牛

平
安
槍
浪
居嚥

山

播
陽
山
李
坊青
羅

ド

ム

藤
幾
太
佐
可
那

糸
一
ま`

寛
政
元
己
酉
初
夏
序

若

狭

嚥

山

希

竜

・
一
和

な

筏

寛
政
三
年
亥
年
三
月
序

嵯
峨

魯
哉

嚇

山

鳥
羽
実
相
寺

二
万
句

千
五
十
旬

五
千
句

三
百
十
句

京
三
条
通
御
幸
町
西
工
入
町

蕉
門
書
林

菊

屋
太
兵
衛

廿
八
社

六
千
句

百
六
十
九
旬

 

松
尾
大
明
神

七
百
章

一
万
四
千
余
句

額
上
百
余
吟

霧

花
角
抵

寛
政
六
年
寅
三
月
序

嚥
山
門
社
友

哺

山

〔
花

の
春
〕

美

津

里

寛
政
九
年
葉
月
序

(寛
政
十
二
年
以
前
)

伏
見
社
友

(
不
明
)

哺
山

・
閲
更
ら

八
名

槍
浪
居

囎

山

睦
斎

寸

砂

筒
竹
舎

魯
哉

(伏
襯
難

衛
)

鳥
辺
山

一
万
三
千
余
句

六
百
五
十
旬

〔
七

化
〕

ド謝
か
れ
藍

ト謝
花

の
杖

寛
政
十
二
年
申
仲
冬
序

伏
水

唖

山

魯
村

・
古

洞

二
千
句

五
千
二
百
余
吟

伏
水
稲
荷
明
神
五
社

七
千
余
晩

四
百
九
十
六
旬

六
百
六
句

京
都
室
町
通
二
条
ド
ル
町

書
林

橘
仙
堂
善
兵
衛

四
百
十
九
句

享
和
壬
戌

(三
)
夘
月
奥

李

流

李

流

(嚥
山
追
悼
)

(
不
明
)

千
二
百
十
七
句

文
化
四
年
春
序

(不
明
)

斗

雪

一
万
三
千
余
吟

六
百
十
旬

室
町
一
条

京
都
書
建

橘
仙
堂
善
兵
衛

俳
譜
ふ
た
つ
て
ん

文
化
五
年
戊
辰
霜
月
序

丹
波
清
田寸
長

李嚥

流山

洛
二
天
尊

一
万
旬

四
百
二
十
四
旬

〔俳
譜
悟
り
の
道
〕

文
政
元
年
寅
八
月
序

五
斗
ら

李
流
ら
九
名

摂
州
勝
尾
寺

(牛
尾
追
悼
)

三
千
旬

二
百
七
十
旬
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一

秀
吟
集
の
あ
ら
ま
し

槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集
は
全
て
半
紙
本

一
冊
。
五
流
斎

一
門

の
そ
れ
に
見
ら
れ

た
見
返
し
の
印
刷
は
な
い
が
、
か
わ
り
に
選
句
の
頭
に

「奉
納
発
句
六
千
集
抜
葦

洛
三
宅
囎
山
翁
選

発
起

一
和

・
希
竜
」

(奉
納
幾
太
佐
可
那
)
な
ど
と
記
す
場

合
が
あ
る
。
丁
付
は
板
芯
下
部
に
漢
数
字
を
入
れ
て
示
す
も

の
が
殆

ん
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
五
流
斎

一
門
の
秀
吟
集
は
選
句
を
半
丁
十
句
宛
収
め
る
の
を
例
と
し
て
い

た
が
、
槍
浪
居

一
門
の
そ
れ
に
は
そ
の
よ
う
な
定
型
は
な
い
。
序
践
を
備
え
る
も

の
は

『奉
納
幾
太
佐
可
那
』
の

一
点

の
み
。

『
美
津
星
』

『俳
譜
か
れ
藍
』
に
は

序
践
共
な
く
、

『
辛
崎
布
留
奉
納
集
』
は
践

の
み
、
他
は
全
て
序
文

の
み
を
備
え

る
。
ま
た
、
選
者

・
発
企
等
の
追
加
吟
が
あ
る
の
は

『
俳
譜
悟
り
の
道
』
だ
け
で
、

句
引
は
何
れ
も
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。
選

句
は

「
巻
之

一
」

「巻
之
二
」
な
ど
と

し
て
、
最
初
に

「
巻
頭
」

(巻
首
)
を
置
き
末
尾
に
巻
軸

(軸
)
を
据
え
る
の
を

例
と
し
て
い
る
。
但
し
、
『
布
留
辛
崎
奉
納
集
』
『
俳
譜
悟
り
の
道
』

の
二
点
は
五

流
斎

一
門

の
も
の
と
同
じ
く
、

「巻
頭
」

か
ら
高
点
順
に
配
列
す
る
方
法
を
と
る
。

ま
た
、

『
を
の
玉
ち
ぐ
さ
』
に
は
各
巻
毎

に

「
巻
頭

・
巻
軸
」
の
記
入
が
見
ら
れ

な
い
が
、
青
羅
選
の
終
巻
に

「惣
巻
頭
」

「
惣
巻
軸
」
の
記
載
が
あ
る
の
で
や
は

り

「巻
頭
↓
巻
軸
」
形
式
で
配
列
し
て
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

「
惣
巻

頭
」
の
記
載
は
他
に
も

『
盧
の
錦
』
『
奉
納
幾
太
佐
可
那
』
『
は
な
筏
』
『
花
角
抵
』

『
七
化
』

『
花
の
杖
』
に
も
見
ら
れ
、
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集
で
は
最
秀
逸
を
示

す
の
が

一
つ
の
約
束
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
要
約
す
れ
ば
、
槍
浪
居

一
門

の
秀

吟
集
は
半
紙
本

一
冊
で
板
式
に
特
に
定

型
は
な
く
、
序
ま
た
は
践
を
添
え
、
選
句
を

「
巻
頭
↓
巻
軸
」
形
式
で
各
巻
配
列

す
る
と
い
う
の
が
最
も

一
般
的
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
の
五
流
斎

一
門
の
も

の
に
較
べ
、
極
め
て
簡
便
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

二

興
行
形
態

次
に
興
行
形
態
で
あ
る
が
、
大
ま
か
に
は
五
流
斎

一
門
の
そ
れ
と
か
わ
ら
な
い
。

辛
崎
布
留

の
両
社
奉
納
を
催
し
、
諸
処
の
好
士
へ
も
勧
進
し
て

一
万
吟
を
十

巻
と
し
、
洛
槍
浪
居
先
生
の
評
を
乞
抜
葦
六
百
章
を
捧
し
を
、
猶
又
写
取
て

附
録
と
と
も
に
小
冊
と
な
し
四
方
に
伝

へ
て

(辛
崎
布
留
奉
納
集

・
践
)

此
丸
屋
斗
を
こ
そ
其
代
の
形
見
に
留
て
ま
し
と
…
…
二
万
の
句
寄
を
思
ひ
立

し
よ
り
…
…
三
と
せ
に
及
こ
ろ
ほ
ひ
に
や
う
く

本
ゐ
と
げ
…
…
選
出
ぬ
る

一
千
句
を
梓
に
ち
り
ぽ
め
霊
前
に
捧
、
か
つ
は
遠
近
の
人

々
に
こ
れ
を
分

つ

(藍
の
錦

・
序
)

往
し
年
よ
り
氏
神
な
る
松
尾
の
御
社

へ
ほ
く
を
奉
納
せ
ん
事
を
諸
処
の
す
き

人

へ
希
ふ
に
、
今
や
幸
に
事
な
り
て

一
万
四
千
に
満
ぬ
。
そ
れ
を
十
余
り
四

つ
の
巻
に
わ
か
ち
て
師
翁

の
選
を
う
け
、
勝
れ
た
る
を
百
余
吟
額
に
上
参
ら

せ
、
す
べ
て
は
七
百
章
を
集
冊
と
な
し
て
投
贈
し
た
び
け
る
人

く
へ
報
ひ
侍

る

(は
な
筏

・
序
)

ま
た
、
句
を
募
る
際
四
季
自
由
題
と
し
た
こ
と
は
や
は
り
入
選
句
に
徹
し
て
明

白

で
あ
る
が
、

四
季
俳
譜
二
万
吟
集

(盧
の
錦
)

雪
月
花
の
詠
を
乞
ふ

(花
の
春
)

俳
譜
四
季
発
句
七
千
余
瞼
集

(七
化
)

四
季
発
句
五
千
二
百
余
吟
抜
葦

(美
津
星
)

と
い
う
内
題
等
も
そ
れ
を
裏
付
け
す
る
。
そ
れ
に
、
五
流
斎

一
門
に
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
寄
句
全
体
の
ー
%
弱
を
奉
納
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
の
は
前
引

『
は
な
筏
』

序

に
明
ら
か
。
句
を
募

っ
て
か
ら
句
寄
完
了
ま
で
の
期
間
は
や
は
り

一
定
せ
ず
、

前
引

『
藍
の
錦
』
の
場
合
約
三
年
で
二
万
句
、

『
は
な
筏
』
は
約

一
年
で

一
万
四

千
句
、
そ
の
他
約
半
年
で

一
万
句
(奉
納
幾
太
佐
可
那
)

一
年
で
六
千
句

(同
上
)

約
半
年
で
二
千
句

(花
の
春
)
と
様

々
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
五
流
斎

一
門
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
更
に
、
寄
句
は

『辛
崎
布
留
奉
納
集
』

『
は

な
筏
』
序
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
千
句
を

一
巻
と
し
て
清
書
す
る
の
を
原
則
と
す
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る
が
、
馬
城
選

『時
代
ま
き
ゑ
』
に
前
例
が
あ

っ
た
如
く
、
五
百
句
及
至
六
百
句

を

一
巻
と
す
る
例
も

『奉
納
幾
太
佐
可
那
』
『
七
化
』
『俳
譜
花
の
杖
』
に
見
ら
れ

る
。
入
選
率
は
複
選
の
も
の
を
除
き
概
ね

5
%
前
後
で
あ
る
が
、

『
辛
崎
布
留
奉

納
集
』
は
千
句
に
つ
き
六
十
句

『
七
化
』

は
五
百
句
に
三
十
句
を
選
ぶ
な
ど
、
五

流
斎

一
門

の
場
合
ほ
ど
そ
の
線
を
越
え
ま

い
と
い
う
意
識
は
な
い
。
寄
句
を
五
百

と
か
千
に
分
け
て
清
書
す
る
際
、
同

一
地
域
の
作
者
が
特
定

の
巻
に
集
中
せ
ぬ
よ

う
配
慮
す
る
点
も
五
流
斎

一
門
と
同
じ
で
あ
る
が
、

『
は
な
筏
』
に
は

一
巻
す
べ

て
を
浪
花
の
作
者
が
、
ま
た

『
花
の
杖
』

に
は
や
は
り

一
巻
を
す
べ
て
膳
所

の
作

者
が
占
め
る
と

い
う
珍
ら
し
い
例
も
見
ら
れ

る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
そ
の
地
域

の
投
句
が
遅
れ
た
た
め
に
と
ら
れ
た
非
常
処
置
で
あ
ろ
う
。
ま
た
極
め
て
特
異
な

例
で
は
あ
る
が
、
囎
山
追
悼
を
名
目
と
す

る
李
流
選

『
俳
諸
か
れ
藍
』
は
洛

・
伏

水

・
淀

・
嵯
峨

・
浪
花

・
吹
田
と
い
う
よ
う

に
地
域
別
に
清
書
を
し
て
選
を
し
て

い
る
Q
さ
て
、
五
流
斎

一
門
及
び
そ
の
影
響
下

に
成
る
秀
吟
集
は
全
て
諸
社
寺

へ
の
奉

納
を
名
目
と
し
て
い
た
が
、
槍
浪
居

一
門

で
は
特
に
そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
も
の

が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ぽ

『
花
の
春
』

は
伏
見
村
田
百
兵
衛
古
稀
記
念
を
、
ま

た

『
俳
譜
か
れ
藍
』
は
囎
山
追
悼
を
名
目

に
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、

『
を
の

玉
ち
ぐ
さ
』
『
花
角
抵
』
『俳
譜
花
の
杖
』
な
ど
は
特
に
名
目
を
立
て
な
い
。

つ
ま

り
、
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集
全
十
三
点
の
う
ち
五
点
は
奉
納
を
名
目
と
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
興
味
深

い
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集
に
は
投
句
に
付
さ
れ

た
前
書
を
削
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
残
し

て
い
る
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ぽ
廿
八
社
奉
納
を
名
目
と
す
る

『
奉
納
幾
太
佐
可

那
』
に
は
選
句
三
百
六
十
九
の
う
ち
四
分

の

一
を
越
え
る
九
十
九
句
に
前
書
が
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
明
確
に
廿
八
社
奉
納
を
う

た
う
も
の
は
次
の
二
句
に
過
ぎ
な
い
。

二
十
八
社
は
夘
月

一
日
大
幣
を
捧
て
祭
礼
す

大
幣
身
に
添
風
や
は
つ
裕

一
和

二
十
八
社
ハ
う
月

一
日
祭
礼
な
れ
ハ

一
や
う
に
心
あ
わ
せ
の
ま

つ
り
か
な

麻
生
乗
亀

同
じ
よ
う
に

『藍

の
錦
』
は
前
書
の
あ
る
二
百
十
三
句
の
う
ち
鳥
羽
実
相
寺
奉

納
と
す
る
も
の
二
句
、

『
は
な
筏
』
百
八
十
二
句
中
に
松
尾
奉
納
と
す
る
も
の
二

句
で
し
か
も
同

一
作
者

の
句
、
『辛
崎
布
留
奉
納
集
』
『
美
津
星
』
『
七
化
』
『
俳
譜

ふ
た
つ
て
ん
』
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
十
三

・
四
十
三

・
八
十
五

・
三
十
二
句
の
う
ち

に

一
つ
も
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
じ
こ
と
は

『
花
の
春
』

『
俳
譜

か
れ
盧
』
に
も
言
え
る
。
前
者
に
は
前
書

の
あ
る
二
十
七
句
の
う
ち
賀

の
句

一
つ

の
み
、
後
者
は
四
十
五
句
の
う
ち
囎
山
追
悼

・
李
流
槍
浪
居
継
承
を
言
う
も
の
五

に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
事
実
は
決
し
て
投
句
者

の
不
実
を
示
す
も

の
で
は
な
か
ろ
う
。

『
辛
崎
布
留
奉
納
集
』
践
文
に
発
企
止
角
が

年
比
此
道
を
好
め
共
ま
の
あ
た
り
題
を
得
ざ
る
時
は
解
て
句
を
吐
事
多
か
ら

ず
。
多
か
ら
ざ
れ
バ
自
ら
佳
章
を
も
得
ず
。
こ
こ
を
も
ち
て
友
ど
ち
志
を
同

う
し
て
辛
崎
布
留

の
両
社
奉
納
を
催
し

と
述
べ
る
が
如
く
、
奉
納

・
古
稀
賀

・
追
悼
は
文
字
通
り
名
目
に
過
ぎ
ず
、
要
は

俳
譜
を
楽
し
め
ば
良
か

っ
た
わ
け
で
、
句
合
の
実
質
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
の
で

あ
る
。
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集

の
特
色
と
し
て
強
調
す
べ
き
は
選
句
の
配
列
法
で
あ
る
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
槍
浪
居

一
門
は
選
句
を

「
巻
頭
↓
巻
軸
」
形
式
で
並
べ

る
の
を
例
と
し
て
い
た
。
巻
頭
は
言
う
ま
で
も
な
く
最
高
点
の
句
、
巻
軸
は
第
二

位
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
最
初
に
第

一
位
の
句
を
据
え
終
に
第
二
位
の
句
を
置

く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
は
ど
の
よ
う
な
順
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
は

『奉
納
幾
太
佐
可
那
』

『
は
な

筏
』
の
二
書
で
あ
る
。

『
は
な
筏
』

一
之
巻
を
左
に
例
示
す
る
。

巻
頭

松
尾
山
林
に
て
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小
松
な
ど
ひ
か
す
な
神
の
御
名
な
る
を

サ
ガ
里
隣

神
亦
応
点
頭

春

の
野
や
世
帯
し
ま
ざ
る
女
ど
ち

洛
漆
畝

麓
相
な
太
郎
な
ど
ハ
め
っ
た
に
よ
せ
ら
れ
ま
じ

二
階
で
は
稲
妻
ち
か
う
お
も
ひ
け
り

里
隣

(四
十
五
句

略
)

踏
迷
ふ
顔
に
す
ぐ
ろ
の
す

瓦
き
か
な

洛
和
当

巻
軸

ひ
と
り
身
に

一
ッ
は
過
る
火
燵
か
な

Σ
紅
鶴

中
人
以
上
無
論
而
貧
家
亦
有
此
事

『
は
な
筏
』
は
各
巻
と
も
巻
頭
及
び
次
位
の
句
そ
れ
に
巻
軸
句
に
漢
文
も
し
く

は
和
文

の
短
評
を
付
す
。

『
奉
納
幾
太
佐
可
那
』
も
全
く
同
じ
形
式
で
漢
文

の
短

評
を
添
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
判
断
す
る
に
、
巻
頭
の
次
位
に
据
え
ら
れ
た
句
は

巻
頭

・
巻
軸
に
準
ず
る
句
、

つ
ま
り
第
三
位
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
、
右

二
書

の
選
句
配
列
は

「
第

一
位

・
三
位

・
四
位
…
…
五
十
位

・
二
位
」
と
な
る
は

ず
で
あ
る
。
他
の
秀
吟
集
も
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
槍
浪
居

一
門
の

秀
吟
集
は
、
そ
の
噛
矢
で
あ
る

『辛
崎
布
留
奉
納
集
』
と
終
焉
に
位
置
す
る

『
俳

諸
悟
り
の
道
』
を
除
き
、
す
べ
て

「巻
頭
↓
巻
軸
」
形
式
を
と
る
。

『辛
崎
布
留

奉
納
集
』
は
と
り
あ
え
ず
先
行
の
五
流
斎

一
門
の
秀
吟
集
に
倣

っ
た
も

の
の
、
そ

れ
以
降
は
自
派
の
特
色
を
出
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
槍
浪
居

一

門
と
同
じ

「
巻
頭
↓
巻
軸
」
と
い
う
選
句
配
列
を
す
る
も
の
と
し
て
次
の
秀
吟
集

が
あ
る
。

〔誹
譜
三
つ
の
花
〕

(安
永
八
年
冬
序

・
六
甲
山
下
兎
原
の
連
社
、
百
雅
、
花

情
発
企

・
呉
鈎
斎
百
久
選

・
寄
句
三
千

・
秀
吟
百
五
十
)

『
ふ
た
つ
み
ち
』

(寛
政
九
年
十
月
囎

山
序

・
讃
州
引
田
如
竹
発
企

・
閾
更
選

・
八
幡
宮
天
満
宮
奉
納

・
額
上
五
十
句
秀
嘘
九
十
二
句
)

『仰
涼
集
』

(文
化
六
年
夏
序

・
摂
津
道
斎
閑
水
舎
梅
宇
発
企

・
千
樹
亭
梅
斜
、

落
梅
窩
星
池
他
三
選

・
北
辰
廟
奉
納

・
寄
句
千
三
百
余

・
秀
吟
百
三
十
四
)

『発
句
二
万
の
さ
と
』

(文
化
十
三
年
十
月
序

・
大
坂
鹿
嶋
献
可
堂
塩
屋
忠
兵

衛
発
企
か

・
八
日
蕎
万
和
、
八
千
房
屋
烏
他
八
選

・
宇
佐
大
神
象
山
大
神
奉
納

.

寄
句
二
万

・
秀
吟
六
百
五
十
六
)

『誹
譜
三

つ
の
花
』
の
選
者
呉
鈎
斎
百
久
は
何
人
な
る
か
を
詳
ら
か
に
し
得
な

い
。
故
に
、
槍
浪
居

一
門
と
の
影
響
関
係
も
不
明
で
あ
る
。

『
ふ
た

つ
み
ち
』
は

序
文
を
哺
山
が
書
き
、
選
者
關
更
は
寛
政
九
年

『
花
の
春
』
に
も
囎
山
ら
と
並
ん

で
選
者
の

一
人
に
名
を
連
ね
る
。
従

っ
て
、
そ
の
選
句
配
列
が
槍
浪
居

一
門
と
同

じ
あ

っ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

『
仰
涼
集
』
の
主
選
の

一
人
で
あ
る
梅
斜

は
後
に
触
れ
る
よ
う
に

『
花
の
春
』
に

「
洛
」

の
肩
書
で
多
数
入
選
を
果
た
し
て

い
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
星
池
に
つ
い
て
は
旧
稿
に
述
べ
た
如
く
、
夜
半
亭

一
門
と

交
流

の
あ

っ
た
京
都
の
人
で
あ
る
。

こ
の
二
書
が
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集
を
範
と

し
て
い
る
こ
と
は
先
ず
間
違

い
な
か
ろ
う
。

『
発
句
二
万
の
さ
と
』
は
大
阪
の
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
時
期
に
な
る
と

『
誹
譜
悟
り
の
道
』
が
五
流
斎

一
門
方
式
の

選
句
配
列
を
す
る
な
ど
自
派

の
特
色
に
関
す
る
こ
だ
わ
り
が
な
く
な

っ
て
来
て
い

る
。で
は
こ
こ
で
、
第

一
章
に
課
題
と
し
て
お
い
た
複
選
形
式
に
つ
い
て
述
べ
て
お

こ
う
。
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集
全
十
三
点
の
う
ち
、
複
選
形
式
を
と
る
も
の
が
五

点
あ
る
。

こ
の
う
ち

『俳
譜
ふ
た
つ
て
ん
』
は
囎
山
が
選
び
残
し
た
分
を
李
流
が

選
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
複
選
に
は
当

た
ら

な

い
。
先
ず

『花

の

春
』
を
取
り
上
げ
よ
う
。

『
花
の
春
』
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
伏
見
の
村
田
百
兵
衛
古
稀
を
記
念
し
て

伏
見
社
友
が
発
企
し
、
集
め
た
句
二
千
を
槍
浪
居
囎
山

・
御
射
山
牛
行

・
菊
渓
萢

都
雀

・
冠
芳
斎
閑
空

・
幕
天
斎

一
鳳

・
幾
風
房
宗
盈

・
弄
時
篭
斗
雪

・
芭
蕉
堂
關

更

の
八
人
が
選
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
選
句
は
各
選
者
毎
に
二
巻
に
分
け

「巻
頭

↓
巻
軸
」
式
で
各
巻
三
十

一
句
を
並
べ
る
。
寄
句
が
二
千
で
あ

っ
た
こ
と
そ
れ
に
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選
句
が
各
選
者
毎
に
二
巻
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
寄

句
二
千
を
千
句
つ

つ
二
巻
に
分
け
て
清
書
し
、
そ
れ
を
八
人

の
選
者
が
各

々
目
を

通
し
て
選
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
推
測
は
共
通

入
選
句

の
存
在
に
よ

っ
て
裏
付
け
さ
れ
る
。

『
花
の
春
』
に
入
選
す
る
伏
見
作
者

の
中
で
最
も
多
く
句
が
採
ら
れ
て
い
る
の
は
幾
行
の
三
十
六
句
で
あ
る
。
囎
山
選

二
の
巻
に
入
選
す
る
幾
行
の
句

「
人
万
物
長
/
外

の
形
に
し
て
は
恐
れ
ぬ
案
山
子

哉
」
は
、
牛
行

・
都
雀

・
斗
雪
各
選
の
や
は
り
二
の
巻
に
入
選
し
て
い
る
。
他
の

例
も
示
そ
う
。

其
中
を
と
り
あ
げ
姿
や
大
夕
立

月
更

て
人
に
も
露
の
は
し
り
け
り

唐
黍

の
音
忘
る
れ

ハ
荻
の
風

乞
食
は
出
来
ざ
る
国
や
稲
の
雪

(囎

山

・
斗

雪

一
の
巻

)

(囎

山

・
斗

雪

二

の
巻
)

(
都

雀

・
關

更

二

の
巻

)

(
都

雀

・

一
鳳

二

の
巻

)

こ
の
よ
う
に
共
通
入
選
句
が
存
在
す
る
の
み
な
ら
ず
、
選
者
を
異
に
し
て
巻
数

も
対
応
す
る
。
同
じ
こ
と
は
洛
で
最
多
入
選

を
誇
る
梅
斜

の
句
に
つ
い
て
も
言
え

る
。

鶴
も
下
り
馬
も
住
野
や
花
薄

初
東
風
や
浜
名
の
橋
の
塵
を
吹

薬
玉
に
稚
き
員
の
背
伸
か
な

闇
深
き
中
よ
り
捌
く
鵜
縄
か
な

通
夜
申
す
中
に
落
け
り
梅
の
月

(囎

山

・
閑

空

・

一
鳳

一
の
巻
)

(牛

行

・
關

更

二

の
巻
)

(都

雀

・
宗

盈

一
の
巻

)

(都

雀

・

一
鳳

一
の
巻

)

(斗

雪

・
閲

更

一
の
巻

)

以
上
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

『花

の
春
』
に
於
て
は
寄
句
二
千
を
千
句

つ

つ
二
巻
に
分
け
て
清
書
し
、
そ
れ
を
八
人

の
選
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
目
を
通
し
て

選
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集
の
う
ち
複
選
形
式
を
と

る
他
の
三
点

『
を
の
鼠
ち
ぐ
さ
』
『美
津
星
』
『
俳
譜
悟
り
の
道
』
そ
れ
に
表
皿
に

挙
げ
た

『俳
譜
雪
月
花
』

『
花
葉
節
』
に
も
同
様
の
現
象
が
認
め
ら
れ
、
こ
う
い

っ
た
や
り
方
が
複
選
形
式

の
基
本
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
Q

な
お
、
槍
浪
居

一
門
の
秀
吟
集

の
作
者
圏
は
、
京

・
摂
津

・
伏
水

・
讃
岐

・
若

狭

.
山
城

・
近
江

・
丹
波
を
中
心
に
陸
奥

・
出
羽

・
江
戸

・
越
中

・
尾
張

・
伊
勢

・
河
内

・
紀
伊

・
丹
後

・
淡
路

・
阿
波

・
伊
予

・
土
佐

・
播
磨

・
美
作

・
備
後

・

安
芸

・
肥
後

・
筑
と
、
五
流
斎

一
門
に
は
及
ぼ
な
い
が
や
は
り
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
。
槍
浪
居

一
門
の
月
並
発
句
合
の
作
者
圏
が
多
く
山
城
を
出
な
い
こ
と
と
好

対
照
で
あ
る
。三

、
夜

半

亭

門

一

蕪
村

夜
半
亭

一
門
の
秀
吟
集
と
し
て
管
見
に
入
っ
た
の
は

『俳
譜
関

の
と
び
ら
』

の

一
点

の
み
で
あ
る
。
原
装
茶
色
表
紙

の
半
紙
本

一
冊
、
左
肩
に
無
辺

白

地
題
籏

「俳
詣
関
の
登
飛
羅
」
と
墨
摺
り
。
全
十
六
丁
の
小
冊
子
で
、
丁
付
は
板
芯
下
部

に

二

～
十
六
」
と
す
る
。
第

一
丁
表
初
行
に

「
俳
譜
関
の
扉
」
と
記
し
て
、
以

下
八
丁
裏
ま
で
天

・
地

・
人
の
三
巻
に
分
け
て
各
五
十
章
を
並
べ
た
あ
と

「
右
吉

田
南
畝
撰
」
と
す
る
。
続
い
て
八
丁
裏
か
ら
十
六
丁
表
ま
で
雪

・
月

・
花
の
三
巻

に
分
け
各
五
十
章
を
並
べ

「
右
夜
半
翁
蕪
村
撰
」
と
記
す
。
十
六
丁
裏
に
は

「
安

永
辛
丑
正
月
穀
旦
/
集
者
吹
田

一
実
/
清
書
芦
帆
/
世
話
方
惣
社
中
」
と
あ
る
。

蕪
村
と
共
に
選
を
し
て
い
る
吉
田
南
畝
は
天
明
六
年

『
俳
譜
雪
月
花
』
に

「
中
之

城
南
畝
」
と
し
て
、
ま
た
寛
政
十
二
年

『
花
葉
節
』
に

「
四
月
坊
南
畝
」
と
し
て

選
者
に
名
を
連
ね
る
摂
津
中
之
城

の
南
畝
と

一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『俳

譜
関
の
と
び
ら
』
は
入
選
句
に
巻
頭

・
巻
軸
等
の
記
載
が
な
い
が
、
南
畝
が
選
者

に
加
わ

っ
た

『
俳
譜
雪
月
花
』

『花
葉
節
』
の
二
書
は
何
れ
も
選
句
を
巻
頭
か
ら
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高
点
順
に
並
べ
る
形
式
を
採
る
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
因
み

に
、
夜
半
亭

一
門
の
月
並
発
句
合
の
選
句
披
露
摺
り
物
も
巻
頭
か
ら
高
点
順
に
並

べ
る
の
を
例
と
し
て
い
る
。

『
俳
譜
関
の
と
び
ら
』

に
は
寄
句
数
の
記
載
も
な
い
。

し
か
し
、

『俳
譜
雪
月
花
』
で
は
南
畝
は
寄
句
七
千
五
百
を
七
巻
に
分
け
第

一
～

六
巻
は
各
五
十
句
を
、
第
七
巻
は
七
十
五
句
を
選
ん
で
い
る
。
ま
た
、
『花
葉
節
』

で
は
六
千
余
句
を
六
巻
に
分
け
各
巻
五
十
句
を
選
す
る
。
故
に
、

『
俳
譜
関
の
と

び
ら
』
も
そ
れ
と
同
じ
く
各
巻
千
句
か
ら

の
選
で
寄
句
は
三
千
余
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
に
共
通
入
選
句
が
や
は
り
存
在
し
、

天
之
巻
は
雪
の
巻
に
地
之
巻
は
月
之
巻

に
人
之
巻
は
花
之
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
従

っ
て
、

『俳
譜
関

の
と
び
ら
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
発
句
合
は
寄
句
三
千
余
を
集
め
、
千
句
毎
に
南
畝

・
蕪
村

の
二
人
が
各
五
十
章
を
選
ん
だ
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
句
合

の
集
者

は
吹
田

一
実
、
清
書
芦
帆
も
吹
田
の
人
で
あ

る
。
入
選
作
者
六
十
名
の
う
ち
わ
け

を
見
る
と
、
摂
津
が
吹
田

・
福
原

・
高
槻

・
茨
木
を
中
心
に
五
十

一
名
、
浪
花
が

五
名
、
河
内

・
近
江

・
伏
見

・
所
属
不
明
が
各

一
名
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
句
合

は
吹
田
連
中
が
摂
津
中
心
に
句
を
募

っ
た
催

し
で
、
選
者
も
南
畝
が
主
と
な
り
蕪

村
は
副
評
的
な
立
場
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
因
み
に
、

こ
の
句
合
は
奉
納
を
名

目
と
し
て
い
な
い
。

さ
て
、
夜
半
亭

一
門
の
秀
吟
集
は
右
の

『俳
譜
関
の
と
び
ら
』
以
外
は
管
見
に

入
ら
な
い
。
し
か
し
、
蕪
村
は
こ
れ
よ
り
も
早
く
か
ら
同
様
の
句
合
の
選
を
し
て

い
た
形
跡
が
あ
る
。

『
夏
よ
り
』
明
和
六
年

四
月
の
条
に
書
き
留
め
ら
れ
る
蕪
村

句

「
や
ど
り
樹

の
目
を
覚
し
た
る
若
葉
哉
」

に
は
、
集
英
社
古
典

俳
文

学

大
系

『
蕪
村
集
』

の
注
に
よ
れ
ば
、
青
木
月
斗
古
俳
人
遺
墨
展
に
出
品
さ
れ
た
真
蹟
短

冊
に

「
ま
や
山
奉
納
三
千
余
吟
集
追
加
」

と
前
書
が
あ

っ
た
由
。
追
加
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
句
合
の
選
者
と
し
て
の
追
加
吟

の
意
で
あ
る
。

「
ま
や
山
奉
納
三
千

余
吟
集
」
が
上
述

の
秀
吟
集
と
同
じ
も
の
を
指
す

こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

も
し
こ
の
句
合
が
明
和
六
年
頃
催
さ
れ
た
と
す
れ
ぽ
、
囎
山
選

『
布
留
辛
崎
奉
納

集
』
に
先
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
安
永
七
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
七
月
五

日
付
兵
庫
来
屯
宛
書
簡
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
、
此
度
二
千
集
相
下
申
候
。
京
師
洪
水
大
変
有
之
、
大

二
さ

ハ
ぎ
…
…
ち

と
延
引

二
及
申
候
。

こ
の

「
二
千
集
」

に
つ
い
て
前
引

『蕪
村
集
』
の
注
に
は

「
不
明
。
兵
庫
俳
人

の
句
集
に
点
し
た
も

の
か
。」

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
奉
納
を
名
目
と
し
た
か
否
か

は
別
と
し
て
、
や
は
り
同
様
の
四
季
発
句
合
集
を
言
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
他
、
年
次
不
明
の
蕪
村
書
簡

に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
散
見
す
る
。

一
、
観
音
堂
御
奉
納
御
所
願
二
付
、
発
句
あ
ま
た
御
書
付
、
則
引
墨
い
た
し
、

此
た
び
相
下
申
候
。

一
、
右
追
加
之
句
左

ニ

ヤ
ガ
テ

雲
晴
て
頓
光
や
さ
し
柳

蕪
村

右
卒
案
な
が
ら
書
付
候
。

(五
月
廿

一
日
付

・
東
瓦
宛
)

奉
納
句
合
愚
考
之
儀
、
い
さ
ゐ
承
知

い
た
し
候
。
し
か
し
…
…
中
く

七
日

頃

ニ
ハ
出
点

い
た
し
が
た
く
候
。
ど
ふ
ぞ
中
旬
迄
御
待
可
被
下
候
。

(十
月
三
日
付

・
白
桃
宛
)

先
月

の
句
合
、

い
ま
だ
御
開
巻
な
く
候
や
。
万

一
開
巻

い
ま
だ
二
候

ハ
.・

第
二
三
尺
の
鯉
く
父
り
け
り
柳
影

右
ノ
句
を
第
十
五
番
ノ
座
へ
引
下
げ
申
た
く
候

失
ふ
た
杖
も
闇
の
夜
時
鳥

右
ノ
句
を
第
二
位
二
出
し
申
し
た
く
候

(十
月
十
三
日
付

・
白
桃
宛
)

白
桃
宛
の
二
通
は

『
蕪
村
集
』
の
編
者
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
、

一
連

の
句
合
に

関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
書
簡
に
言
う

「観
音
堂
奉
納
」
「奉
納
句
合
」

も
そ
の
規
模
は
定
か
に
知
ら
れ
な
い
も
の
の
同
性
質

の
句
合
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
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大良奈

る
。ま
た
、

こ
う
い
っ
た
書
簡
な
ど
と
関
連
し
注
意
す
べ
さ
も
の
に
、
本
年
四
月
か

ら
六
月
に
か
け
て
大
阪
市
立
博
物
館
で
催
さ
れ
た

「
三
都
の
俳
譜
」
展
出
品
の
肥

田
皓
三
氏
蔵

「蕪
村
募
句
ち
ら
し
」
が
あ

る
。
縦
17
糎
横
50
糎
程
の
横
長
の
絵
入

ち
ら
し
で
、
中
央
上
部
に
や
や
大
き
め
の
字

で

「奉
納
妙
見
宮
/
絵
入
額
上
」
右

肩
に

「浪
華
寺
社
旧
跡
地
名
等
/
惣
計
廿

ケ
所
画
賛
発
句
/
四
季
混
雑
入
式

一
句

弐
分
宛
/
尤
廿
句
以
下
御
用
捨
数
嘘
/
御

加
入
奉
希
候
」
と
記
し
、
そ
の
左
に
、

「選
者
」
と
し
て

「洛
夜
半
翁
蕪
村
/
兵
庫
洗
陽
舎
鉄
拐
/
浪
花
五
彩
堂
吾
立
」

の

三
名
を
挙
げ
、
続
け
て

「
廿
句
以
上
/
御

加
入
之
/
御
方
に
/
集
冊
/
晋
上
」
、

そ
の
下
に

「
彫
工

片
岡
新
蔵
」、
中
程
下
部
に

「夘
九
月
晦
日
/
寄
限
不
延
」、

左
下
隅
に

「
画
工
橘
保
年
/
輯
校
岸
松
/
清

書
南
々
」

「
御
加
入
之
節
入
式
御
添

可
被
下
候
」
と
あ
る
。
な
お
、
ち
ら
し
全
体
に

「
住
吉
社

・
今
宮
社

.
天
王
寺

.

田
ミ
ノ
嶋
」
な
ど
廿
ケ
所
の
浪
華
寺
社
旧
跡
を
画
入
で
掲
げ
て
あ
る
。
さ
て
、

こ

れ
は
卯
年
の
催
し
で
あ
る
。
選
者
の

一
人
で
あ
る
吾
立
が
五
彩
堂
を
名
乗
る
の
は

安
永
九
年
に
二
世
馬
城
が
没
し
た
後
の
こ
と
。
し
か
も
こ
の
催
し
は
蕪
村
在
世
中

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
従

っ
て
、

こ
の
卯
年
は
蕪
村
最
晩
年

の
天
明
三
癸
卯
年

と
断
定
で
き
よ
う
。
こ
の
句
合
に
は

「
浪
華
寺
社
旧
跡
地
名
等
」

「
画
賛
」
と
い

う
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
除
け
ば

奉
納
を
名
目
と
す
る
四
季
自
由
題
の
句

合
で
あ
る
。
し
か
も
、
選
者
の

一
人
で
あ
る
五
彩
堂
吾
立
に
は
既
に
先
師
馬
城
に

『時
代
ま
き
ゑ
』

『
誹
譜
幽
聞
集
』
の
選
が

あ
り
、
前
者
に
於
て
は

「輯
者
」
を

勤
め
る
。
鉄
拐
も
囎
山
選

『
辛
崎
布
留
奉

納
集
』
百
久
選

『
誹
譜
三
つ
の
花
』

に

作
者
と
し
て
加
わ

っ
た
前
歴
を
持

つ
。

の
み
な
ら
ず
、
輯
校
岸
松
は
天
明
四
年
、

『亀

の
鑑
』
寛
政
元
年

『
は
な
筏
』
に
大
坂
の
肩
書
で
、
享
和
二
年

『
か
れ
藍
』

文
化
五
年

『
俳
譜
ふ
た
つ
て
ん
』
に
福
原
と
し
て
句
を
寄
せ
、
清
書
南

々
も
ま
た

『亀

の
鑑
』
に
大
坂
作
者
と
し
て
名
が
見
え
る
。
蕪
村
が
没
し
た
の
は
天
明
三
年

師
走
で
あ
る
か
ら

「
九
月
晦
日
」
を
締
切
と
し
た
こ
の
句
合
の
選
が
果
た
し
て
完

了
し
た
か
ど
う
か
心
許
な
い
が
、
「
十
句
以
上
御
加
入
之
御
方
に
」
「晋
上
」
予
定

の

「
集
冊
」
が
今
ま
で
見
て
来
た
秀
吟
集
と
同
様

の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑

い

を
容
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
の
ち
ら
し
は
、
当
時
盛
ん
に
催
さ
れ
た
奉
納
四
季

発
句
合
興
行
の
実
態
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

二

几
董

・
紫
暁

蕪
村
没
後
夜
半
亭

の
号
を
継
承
す
る
几
董
の
秀
吟
集
も
や
は
り
伝
わ
ら
な
い
が
、

そ
の
句
稿
な
ど
に
句
合
の
選
を
し
た
形
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
さ
る
。

先
ず
、
天
明
辛
丑

(元
年
)
仲
秋
書
の

「
倍
点
の
弁
」
に

ご
玉
に
摂
西
の
俳
社
中
四
時

一
千
五
百
の
発
句
を
あ

つ
め
て
愚
判
を
加

へ
し

む

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
続
い
て

『晋
明
集
四
稿
』
天
明
八
年
十
二
月
廿
七
日

の
条

に

「
愚
判
二
千
句
合
披
講
」

(於
浪
花
)
の
記
録
が
見
え
る
。
更
に

『寛
政

己
酉
句
録
』
の
五
月
末
か
ら
閏
六
月
に
か
け
て
、
今
少
し
詳
し
い
記
事
が
残
る
。

必
要
箇
所
の
み
左
に
抄
出
し
よ
う
。

(五
刀
)
廿

一
日

灘
よ
り
五
千
句
巻
上
る

春
披
評
斗
也

千
渓
よ
り
書
状
仙
興

よ
り
書
状
至
来
同
時

(六
刀
)
二
十
三
日

晴

浪
花
に
赴
く

二
十
四
日

晴

暑
気

五
千
墨
点

二
十
五
日

晴

暑
気

五
千
墨
点

二
十
七
日

土
用
寅
刻
大
暑

五
千
墨
点

(閏
六
月
)
八
日

五
千
句
撰
落
成

十

一
日

下
灘

十
六
日

仙
興
点
内
開
巻

徳
清
寺
茶
所
に
て
昼
よ
り
は
じ
ま
る

十
七
日

開
巻

春
披
評

自
評

於
徳
清
寺

士
川
兄
弟
入
来

兵
庫

敏
馬
出
会

廿
二
日

桃
舎
汐
五
千
句
朱
墨
落
手

浪
花
書
記
と
も
受
取
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五
千
句
秀
逸

父
君
か
色
に
出
た
る
新
酒
か
な

銀
台
脇
演

花
鳥
に
疎
き
日
雨
の
蛙
か
な

月
丘

Σ

寄
ひ
出
て
反
吐

つ
く
空
や
子
規

士
川
大
石

春
雨
に
続
く
雨
よ
り
杜
若

巴
耕
兵
庫

海
苔
く
れ
し
法
師
に
春

の
余
波
哉

石
水
御
影

第
二

か
け
ろ
ふ
の
井
筒
に
よ
り
し
女
哉

二
川

山
陰

の
聖
死
な
れ
て
花

の
庵

士
川

君
か
代
や
蒲
団
の
中

の
丸
裸

泉
奴

思
う
に
こ
れ
は
同

一
の
五
千
句
合
に
関
す
る

一
連
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
几
董
は

先
ず
五
月
廿

一
日
に
京
都
に
於
て
灘
か
ら

の
五
千
句
巻
を
受

け

取

っ
て
い

る
。

「春
披
評
斗
也
」
は
そ
の
意
を
解
し
か
ね
る
が
、
春
披
が
評
を
す
る
分
し
か
届
か

な
か

っ
た
こ
と
を
言
う

の
で
あ
ろ
う
か
。

何
れ
に
せ
よ
、
後

の
閏
六
月
十
七
日
の

記
事
と
考
え
併
せ
れ
ば
、

こ
の
五
千
句
合

に
几
董

・
春
披

の
二
人
が
選
者
と
し
て

加
わ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
灘
脇

の
浜
の
千
渓
及
び
浪
花

仙
興
か
ら
の
書
状
は
当
然

こ
の
句
合
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
六

月
二
十
三
日
浪
花
に
赴
い
た
几
董
は
、
二
十
四
日
か
ら
閏
六
月
八
日
に
か
け
て
五

千
句
合

の
選
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
八
日
に
選
を
完
了
し
た
あ
と
十

一
日
に
は

灘

へ
下
り
、
十
七
日
脇
の
浜
徳
清
寺
に
於

て
開
巻
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

前
日
同
じ
所
で

「
仙
興
点
内
開
巻
」
を
し

て
い
る
。
言
う
と
こ
ろ
は
仙
興
が
点
を

し
た
秀
逸
内
の
句
を
開
巻
し
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
几
董
が
こ
の
句
合
の
選
を

浪
花
で
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
に
廿
二
日
に

「
浪
花
書
記
」
の
文
言
が
見
え
る
と
こ

ろ
か
ら
す
れ
ぽ
、
あ
る
い
は
こ
の
句
合
は
几
董

・
春
披

・
仙
興
の
三
選
で
あ

っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
十
七
日
の
開
巻

に
は
大
石
の
士
川
兄
弟
及
び
兵
庫
の
敏

馬
翁
が
出
会
し
て
い
る
。
続
い
て
廿
二
日

に
は
几
董
は
や
は
り
脇
の
浜
の
作
者
で

あ
る
桃
舎
か
ら

「五
千
句
朱
墨
」
を
受
け
取

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
几

董
が
選
を
し
た
句
に
作
者
名
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
に

「五
千

句
秀
逸
」
と
し
て
五
句
、

「第
二
」
と
し
て
三
句
を
書
き
留
め
る
。
因
み
に
、
計

八
句
の
季
は
四
季
に
わ
た
っ
て
い
る
。
初
め
の
五
句
は
五
千
句
巻
の
各
千
句
か
ら

几
董
が
選
ん
だ
巻
頭
句
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
と
し
て
挙
げ
る
三
句
は
春
披
選
の

巻
頭
句
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
多
く
は
推
測
の
域
を
出
な
い
の
で
あ

る
が
、

『
寛
政
己
酉
句
録
』

の
五
千
句
巻
に
関
す
る

一
連
の
記
録
は
上
述
の
四
季

発
句
合
の
流
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
は
じ
め
て
理
解
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

几
董
没
後
春
夜
桜
の
号
を
継
承
す
る
紫
暁
に
も
同
様
の
句
合
の
選
が
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
旧
稿
に
触
れ
た
が
、
寛
政
三
年

『
こ
の
時
雨
』

及
び

寛
政

四
年

『
ま
だ
ら
日
記
』
に
そ
れ
ぞ
れ

「
聴
亀
葺
選
四
季
句
合
抜
葦
三
十
五
吟
」

「聴
亀

葬
選
四
季
句
合
抜
葦
十
七
章
」
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
筆
者
は

こ
れ
を
旧
稿
に
於
て

「
四
季
自
由
題
に
よ
る

一
時
的
な
句
合
」
と
判
じ
た
も
の
の

「
詳
細
は
定
か
で
な
い
」
と
し
た
が
、
こ
れ
も
や
は
り
上
述
の
四
季
発
句
合
の
流

れ
の
中
に
置
い
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
夜
半
亭

一
門
の
秀
吟
集
は

一
点
し
か
伝
わ
ら
な
い
が
、
不
定

期
の
四
季
発
句
合
を
し
て
い
た
形
跡
は
多
く
残
っ
て
い
る
。
但
し
、
作
者
圏
は
五

流
斎
及
び
槍
浪
居

一
門

の
如
く
広
く
は
な
く
、
概
ね
摂
津

(特
に
摂
西
)

・
浪
花

・
京
あ
た
り
を
中
心
と
し
た
小
規
模
の
も
の
で
、
寄
句
も
五
千
を
越
え
る
例
は
見

当
ら
な
い
。

五
流
斎
布
門
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
奉
納
を
名
目
と
す
る
不
定
期

の
四
季
発
句

合
は
や
が
て
京

・
大
坂

へ
広
ま
り
、
安
永
か
ら
寛
政
に
か
け
て
流
行
し
た
あ
と
文

化
に
入
る
と
下
火
に
な
り
、
管
見
で
は
文
政
元
年

『俳
譜
悟
り
の
道
』
を
も
っ
て

終
焉
を
告
げ
て
い
る
。
寄
句
を
五
千

一
万
と
多
く
集
め
る
大
規
模
な
四
季
発
句
合

が
急
速
に
衰
え
て
行
く
事
情
は
、
化
政
期

に
盛
行
す
る
月
並
発
句
合
の
動
き
と
無
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関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
享
和
年
間
に
は
京

に
当
季
自
由
題
に
よ
る
月
並
発
句
合
が

登
場
す
る
。
ま
た
、
同
じ
頃
月
並
奉
額
句
合
も
見
え
始
め
る
。
そ
れ
に
、
化
政
期

に
は
京

・
大
坂
で
類
題
発
句
集
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
規
模
な

奉
納
四
季
発
句
合
は
お
そ
ら
く
そ
う
い
っ
た
も

の
の
中
に
分
散
吸
収
さ
れ
て
行

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
た
い
。

(五
十
七
年
八
月
記
)

Acollectionofexcellenthokkuofthefourseasons,dedicatedtoBuddhist

templesandShintoshrines,inthekamigatadistrict,duringtherevivalperiod.

KazuakiNAGAI

Summary

Thispaperdealswithverypopuarcontestsofhokkuofthefourseasons,dedicated

totemplesandshrines,inthekamigatadistrict,duringtherevivalperiod.Andit

containsacollectionoftheexcellenthokku,selected,announced,andpublished.


